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　鞠智城跡は、東アジア情勢が緊迫した 7 世紀後半に、大和朝廷により築城され

た古代山城の一つです。全国でも有数の重要な遺跡として、平成 16 年 2 月 27 日

付けで国史跡に指定されました。九州では、同時代の遺跡として、大野城跡（福

岡県）、基肄城跡（福岡県・佐賀県）、金田城跡（長崎県）の三城があり、いずれ

も国の特別史跡に指定されています。

　現在、熊本県教育委員会においては、遺跡の保存と活用を図るため、平成 12 年

度から県総合計画での「歴史公園の完成をめざして」を目標に、城跡の全容解明

を目的とする発掘調査の継続と、その成果に基づく整備事業の推進に取り組んで

おります。

　本書は、昨年度に実施した第 30 次調査の成果をまとめたものです。貯水池跡池

尻部において百済系とみなされる銅造菩薩立像が古代山城では初めて出土するなど、

大きな成果を上げました。

　発掘調査の実施にあたりましては、文化庁及び鞠智城跡保存整備検討委員会の

諸先生方からご指導をいただくとともに、山鹿市教育委員会並びに菊池市教育委

員会、また、地元の皆様など多くの方々のご協力を賜りました。ここに厚くお礼

を申し上げます。

序　　　文

熊本県教育長　山　本　　　生

平成 22 年 3 月 26 日



例　　言

１　本書は熊本県教育委員会が平成 20 年度に文化庁国庫補助事業として実

　　施した史跡鞠智城跡の発掘調査報告書である。

２　調査の実施にあたっては、熊本県立装飾古墳館分館「歴史公園鞠智城・

　　温故創生館」が担当した。

３　調査期間は、平成 20 年 6 月 25 日から平成 21 年 3 月 16 日までである。

４　発掘調査は矢野裕介、長尾至明、前川真由美が担当した。

５　現地調査における測量、遺構実測、遺物の取り上げについては、矢野、

　　長尾、前川が行い、遺跡地形測量を株式会社埋蔵文化財サポートシステ

　　ム熊本支店に委託した。

６　現地調査における写真撮影は、矢野、長尾が行い、空中写真撮影を九州

　　航空株式会社熊本営業所に委託した。

７　土壌試料等の自然科学分析を株式会社パリノ・サーベイに委託した。

８　遺物の整理・実測及びトレースについては矢野、木村龍生、大村ひかり

　　が担当し、前川、菊川直美、高田とし子、宮本和美の補助があった。

９　本書の執筆は、主として矢野が行い、第Ⅱ章第 5 節 2・3 を木村が行っ

た。

10　本書の編集は、熊本県立装飾古墳館分館「歴史公園鞠智城・温故創生館」

　　で行い、矢野が担当した。

凡　　例

１　本書に掲載している遺構図の平面座標は日本測地系による。

２　現地での実測における縮尺は、遺跡地形測量図を 1/100、遺構断面図

を 1/20 とした。

３　出土遺物については、実測図を実寸トレースで行い、縮尺を 1/3 とした。

４　出土遺物の写真については、縮尺を 1/3 とした。
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第Ⅰ章　調査の概要

第１節　調査の経緯と組織

１　調査の経緯

　鞠智城跡は、熊本県の北部、山鹿市菊鹿町南部から菊池市北西部にかけて所在する古代山城である。『続

日本紀』文武天皇 2 年（698）5 月の条「大宰府をして、大野、基肄、鞠智の三城を繕い治めしむ。」との

修繕記事を文献上の初見とし、その後、『日本文徳天皇実録』天安 2 年（858）2、6 月の条、『日本三代実

録』元慶 3 年（879）3 月の条にも城名の記載がある「朝鮮式山城」である。平成 16 年 2 月 27 日付けで

国史跡に指定された。

　阿蘇北外輪山に源を発し、有明海へと西流する一級河川「菊池川」（総延長 72km、流域面積 996 ㎡）

の河口より直線距離で約 30km 上流の右岸、支流迫間川、木野川に挟まれた「うてな台地」の基部、中心

標高 145m の台地状の独立丘陵上に立地する。城跡が位置する、福岡県、佐賀県との県境を限る筑肥山地

の主峰「八方ヶ岳」（1,052m）の南西麓は、多くの小河川が入り組み複雑な地形を形成するが、中でも鞠

智城跡周辺は深く湾入した小谷や急峻な崖線により隔絶した様相を呈する。城域については、古くから広

域説、狭域説など諸説論じられてきたが、現在では、狭域説のうち土塁線と崖線で区切る周長 3.5km、面

積 55ha、標高 90 ～ 171m の範囲を内城地区と呼称し、真の城域とする。国史跡の指定面積は、約 64ha

となる。南の菊池川流域の平野部との比高差約 100m と、古代山城の中でも非常に低い立地であることを

特徴とする。

 この鞠智城跡の本格的な発掘調査は、昭和 42 ～ 44 年度に実施した第 1 ～ 4 次調査に始まる。その後、

断続的に調査が実施され、昭和 62 年度の第 10 次調査からは文化庁国庫補助事業として、城の全容解明を

目的とする調査を継続的に実施してきた。その結果、八角形建物跡をはじめとする 72 棟分の建物遺構や

5,300 ㎡の規模が推定された貯水池跡、版築盛土による土塁、通水溝を伴う水門を検出するなど、城の構

造解明に係る必要なデータを蓄積してきた。また、平成 6 年度からの保存整備事業により、八角形鼓楼、

米倉、兵舎、板倉を復元し、平成 14 年度の「ガイダンス施設」のオープンを契機に、歴史公園としての

本格的な供用を開始して現在に至る。

　近年の発掘調査は、貯水池跡、城門跡、土塁線の構造解明を目的とする調査方針と、それに基づく平成

23 年度までの年次計画を掲げた『第 2 次鞠智城跡保存整備基本計画』（平成 14 年 3 月策定）に基づき進

めている。昨年度実施した第 30 次調査においても、本計画に基づき、「貯水池跡池尻部」、「池の尾門跡」

の 2 調査区において、遺構の構造解明を目的とする調査を計画し、平成 19 年度の鞠智城跡保存整備検討

委員会の審議・了承を得て実施した。

２　調査の組織

 1）発掘調査（平成 20 年度）

　　調査主体　　　熊本県教育委員会

　　調査責任者　　大田幸博　（熊本県立装飾古墳館長）

　　調査総括　　　木　康弘　（同　副館長兼歴史公園鞠智城・温故創生館長）

　　調査事務　　　島浦拓夫　（同　文化財整備交流課長）
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　　　　　　　　　小佐井栄一（同　参事）

　　調査担当　　　矢野裕介　（同　主任学芸員、主査）

　　　　　　　　　長尾至明　（同　文化財保護主事）

　　　　　　　　　前川真由美（同　嘱託）

　　調査指導　　　〔鞠智城跡保存整備検討委員会〕

　　　　　　　　　河原純之　（元千葉大学教授）

　　　　　　　　　岡田茂弘　（国立歴史民俗博物館名誉教授）

　　　　　　　　　小田富士雄（福岡大学名誉教授）

　　　　　　　　　安原啓示　（元文化庁主任調査官）

　　　　　　　　　坂上康俊　（九州大学大学院人文科学研究院教授）

　　　　　　　　　板楠和子　（九州ルーテル学院大学教授）

　　　　　　　　　小西龍三郎（元九州造形短期大学デザイン科教授）

　　　　　　　　　今村克彦　（熊本県文化財保護審議会委員）

　　　　　　　　　〔専門調査員〕

　　　　　　　　　上原真人　（京都大学大学院文学研究科教授）

　　　　　　　　　吉井秀夫　（京都大学大学院文学研究科准教授）

　　　　　　　　　笹山晴生　（東京大学名誉教授）

　　　　　　　　　佐藤　信　（東京大学大学院人文社会系研究科教授）

　　　　　　　　　出宮徳尚　（岡山市教育委員会文化財課文化財専門監）

　　　　　　　　　乗岡　実　（岡山市教育委員会文化財課文化財副専門監）

　以上、順不同・敬称略

　　調査協力　　　山鹿市教育委員会

　　　　　　　　　菊池市教育委員会

　　　　　　　　　山鹿市菊鹿町米原区

　　　　　　　　　菊池市木野堀切区

2） 報告書作成（平成 21 年度）

　　責任者　　　　大田幸博　（熊本県立装飾古墳館長）

　　総括　　　　　川上勝美　（同　副館長兼歴史公園鞠智城・温故創生館長）

　　事務　　　　　島浦拓夫　（同　文化財整備交流課長）

　　　　　　　　　稼農久芳　（同　参事）

　　担当　　　　　矢野裕介　（同　参事、主査）

　　　　　　　　　木村龍生　（同　主任学芸員）

　　　　　　　　　大村ひかり（同　嘱託）
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第2節　調査の方法と経過

1　調査の方法

　第 30 次調査では、「貯水池跡池尻部」、「池ノ尾門跡」の 2 調査区において調査を実施した〔第 1 図〕。「貯

水池跡池尻部」については、平成 19 年度の第 29 次調査時に設定したトレンチにおける継続調査、「池ノ

尾門跡」については、平成 16・17 年度の第 26・27 次調査時に設定したトレンチにおける継続調査とし

て実施することとした。以下に、各調査区における調査の目的及びその方法について述べる。

1）貯水池跡池尻部

　平成 19 年度に実施した第 29 次調査では、貯水池跡池尻部に設定した 41 トレンチ（山鹿市菊鹿町米原

字屋敷 636、637 番）の南側において、水成粘土堆積層の北端部の把握及び池の西岸部に帯状に延びる礫

群の検出、さらに、北側の旧水路（以下、「北側水路」という。）内において、直線的な加工痕跡及び多数

の礫の散在状況により、石積みを伴う堰堤の存在を推定するなどの成果を挙げた。

　当該調査では、計 13 本の小トレンチによる構造確認及び北側水路内の精査など部分的な調査で

あったため、池の内部構造及び堰堤等の構造物の把握までは及んでいない。このため、第 30 次調

査では、水成粘土堆積層が拡がりを見せる 41 トレンチ南側において、池の内部構造の把握を主目

的に池底までの掘削を実施することとした。また、第 29 次調査で設定した 41 トレンチ内の④トレ

ンチ（以下、「29- ④トレンチ」とする。なお、第 29 次調査で 41 トレンチ内に設定した他の小ト

レンチについても、同様に「29- ○トレンチ」とする。）西端近くの断面上において盛土状の水平

堆積層を確認しており、その堆積層の平面的な把握を行うため、41 トレンチ西側南寄りを東西 3.0

～ 5.0m ×南北 14.0m の範囲で西側に拡幅し、41 トレンチ東側においても、池の東岸部を把握す

るため、北寄りに東西 2.0 ～ 4.0m ×南北 21.0m の範囲で東側に拡幅して調査を実施することと

した。

　調査に係る掘削については、池の堆積状況を細かく見ていくため、すべて人力によるものとした。

南側の土段状の高まりについては、29- ②トレンチ沿い及び 29- ④トレンチ南 50cm の箇所にそれ

ぞれ土層観察のための畔（畔①、畔②）を残して平面的な掘削を実施した。水成粘土堆積層の上面

までは、後世の掘り込み等を確認しながら一様に掘り下げを行い、水成粘土堆積層の掘削においては、

慎重を期すため、池の底部付近の掘削を先行させ、その後、西岸部の検出を行うという方法で掘削

を実施した。池内部の層序の把握については、平面的な把握が困難を極めたため、池底まで掘り下

げた段階で、41 トレンチ東壁から畔②にかけての土層断面を観察し、計 13 の層序（Ⅰ～ⅩⅢ層）に

区分した。

　また、41 トレンチの北側においても小トレンチ等により層序の把握に努めた。堆積土が錯綜した状態

にあったため多大な時間を要したが、北側水路の東側に隣接する箇所で地山との境界が明確に確認でき、

池跡から北側に延びる水路状の遺構を確認してからは、小トレンチ等により遺構の把握を目的とする調査

に移行した。

　調査に係る遺構図等の作成については、まず、41 トレンチの西側南寄りを拡幅するに当たり、第

29 次調査時の 41 トレンチ西壁の土層図を 1/20 の縮尺で作成した。また、水成粘土堆積層の掘削

を完了した段階で、畔①南西壁及び畔②北壁の土層図を 1/20 の縮尺で作成し、遺構配置図を兼ね

た 1/100 縮尺の遺跡地形測量図の作成を専門業者に委託した。さらに、平成 19 年度から継続して

いる周辺の遺跡地形測量図の作成と、これまでの調査成果を網羅する貯水池跡全体の 1/500 縮尺の
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第１図　鞠智城跡全体図

貯水池跡池尻部

池ノ尾門跡

貯水池跡池尻部

NN

池ノ尾門跡

1 ～ 72 は建物遺構・番号
長者原地区・上原地区は調査時の地形

4



遺構配置図の作成も併せて委託した。出土遺物については、Ⅷ層以上の遺物については層毎に一括して取

り上げ、Ⅸ層以下の水成粘土堆積層に包含する遺物については、基本層序の把握後に、層序を確認しなが

ら出土地点を光波測距儀により記録した上で取り上げを実施した。写真撮影については、各カットにつき

リバーサル、白黒フイルム双方で撮影、地上からの撮影では困難なアングルについては、大型ラジコンヘ

リコプターによる空中写真撮影を専門業者に委託した。

2）池ノ尾門跡

　平成 16・17 年度に実施した第 26・27 次調査では、池ノ尾門礎石周辺に設定したトレンチ（山鹿市菊

鹿町木野字池の尾 2008・2009 番）において、約 30m 幅の谷を遮蔽する形で、上部に盛土、下部に石積

み、その下に幅 60cm、深さ 50cm 以上の通水溝を通す幅 9.6m の石塁（水門）を約 20m 分検出した。

通水溝は、石塁背面から約 7.5m 城内側に取水口を設けており、少なくとも 16.5m の延長が想定されたが、

排水口及び内部構造を把握できないまま調査を終えていた。このため、第 30 次調査では、排水口の検出

及び内部構造の解明、さらに石積み状況の確認を主たる目的として調査を計画した。

　遺構面までの掘削は、第 26・27 次調査の際にほぼ完了していたため、遺構面の清掃後、未実測であっ

たトレンチ壁の土層図作成を行うこととしたが、貯水池跡池尻部の調査に多大な時間を要したため作図ま

では至らず調査を終えることとなった。結果的に、第 30 次調査で計画していた調査は、次年度以降に実

施することとした。

2　調査の経過

　第 30 次調査は、平成 20 年 6 月 25 日から平成 21 年 3 月 16 日までの期間で実施した。結果的に、調査

期間の大半は貯水池跡池尻部の調査に費やすこととなった。なお、その経過の概要は以下のとおり。

【6 ～ 7 月】

　平成 20 年 6 月 25 日より、貯水池跡池尻部の調査を開始した。本格的な掘削作業に入る前に、貯水池

跡 41 トレンチ内の清掃作業を行い、7 月 3 日に写真撮影を実施した。その後、第 29 次調査で把握した

トレンチ南側の土段状の高まりの掘削を開始したが、地表下 30cm 下までの堆積土中から、同日、染付

皿片、その後、4 日に中世の土師皿、7 日に青磁椀片を検出し、近世以降の堆積土であることを確認した。

7 日より、さらに下層の暗灰色粘質土の掘削を開始したが、8 日、陶磁器片を検出し、近世以降の堆積

土であることを確認。また、新たに下層の褐灰色土の掘削を開始したが、当該層からも陶磁器片を検出

し、近世以降の堆積土であることを確認した。41 トレンチ南東隅の暗褐色粘質土の掘削では、青磁片等

を検出し、これも近世以降の堆積土であることを確認した。10 日、畔①、畔②を設定した。11 日、土

段状高まりの北裾部に所在する後世の溝の検出において、それが延長する調査区東壁を観察したところ、

平らな面をもつ石が所在し、そこまで水成粘土の堆積が及ぶことを確認した。16 日より、土段状高まり

において第 19 次調査時にトレンチの水抜きのため設置された溝より東側の青灰色砂質土の掘削を開始

したが、青灰色砂質土及びその下層の黄褐色砂質土が、29- ④トレンチ南壁断面において青磁片を包含

する暗褐色土層を掘り込んでいる状況が把握され、中世以降の堆積であることを確認した。青磁片を包

含する暗褐色土層は下部に粘土層が認められないため、後世の堤防状遺構の可能性も考えられた。18 日、

土段状高まりの北裾部の溝の掘削において、溝底に集石を検出した。背面に比較的大きな石を配し、内

部に小石を充填しているような状況が認められ、第 29 次調査で検出した帯状の礫群の原形に近い状況

であることが考えられた。22 日、近世以降の堆積土の掘削が完了したため完掘状況の写真撮影を行い、
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平面図の作成を開始した（至 23 日）。23 日、41 トレンチ西壁の分層を終えたため、写真撮影を実施。24

日より、実測作業に入る。

【8 月】

　1 日より、土段状高まりの南側において、近世以降の堆積土下層の青灰色砂質土の掘削を開始し、4 日に

完了。さらに水成粘土層までの掘削を開始した。畔②以南においては、中世以降の堆積土の掘削を開始。29-

④トレンチ南壁を精査したところ、堤の残存部の可能性がある微隆起を確認した。4 日、畔②以北の褐灰色

土層より須恵器の甕片を検出。5 日より 41 トレンチ北東側拡幅部の表土剥ぎ、6 日より 41 トレンチ南西側

拡幅部の表土剥ぎをそれぞれ開始した。13 日、南西側拡幅部において、畔②北側に赤褐色土と灰褐色土を

確認したが、灰褐色土にビニール等が混入するなど攪乱土であることを把握した。また、西側において盛土

と考えられる赤褐色粘質土を一部確認した。20 日、同様に南西側拡幅部の畔②以北においても赤褐色粘質

土を検出したが、大半は掘削可能と判断。また、畔②側において攪乱土直下から花崗岩地山を検出した。

【9 月】

　8 日より、畔①～②間の水成粘土堆積層の掘削を開始した。当該箇所の水成粘土は砂粒を多く含みことを

特徴とした。9 日、池の底部が 41 トレンチ東寄りになることを確認した。10 日、「平成 20 年度第 1 回鞠

智城跡保存整備検討委員会」〔委員：河原純之、岡田茂弘、小田富士雄、小西龍三郎、安原啓示、板楠和子

氏〕による調査指導。具体的な構造把握のため原位置を保たない石の除去及び畔①、②の早急な除去等の

指導を得る。11 日、畔②以南においても水成粘土堆積層の掘削を開始した。南西側拡幅部において 30 ～

40cm 大の安山岩系石材を使用し、南西から北東方向へ延長する石列を検出した。下部にも石の当たりを

確認したことから数段積みを想定した。12 日より、北東側拡幅部の近世以降の堆積層の掘削を開始した。

また、南西側拡幅部の石列の背面において少なくとも 3 箇所、後世の掘りこみを確認。石列より北西側の

青灰色粘土層（水田の耕作土の可能性あり）の掘削を開始。16 日、南西側拡幅部の青灰色粘土層の掘削で、

一部石列際までの掘削を行ったところ、石がやや前のめりとなっている状況が認められ、石列背面の黄褐

色土に攪乱土の可能性が生じた。19 日、南西側拡幅部において、石列直前まで青灰色粘土層を掘削したと

ころ、塩ビ管が石列直下を通ることが判明した。22 日、北東側拡幅部の南東際より池の東岸の一部と考え

られる地山を検出した。また、南西側拡幅部の原位置を保つ石列の下部を掘削したところ、1 ～ 2 段の石積

みを確認した。25 日、北東側拡幅部、南東隅の地山に掘り込む 3 条の溝状の掘り込み遺構を検出した。

【10 月】

　1 日に、畔①～②間の水成粘土堆積層の掘削が池底まで及ぶ。2 日より、西岸部の検出を開始し、瓦、

高坏片を検出した。3 日より、畔②以南の水成粘土堆積層の掘削を再開した。畔①～②間の水成粘土

堆積層の掘削もほぼ完了したことから 41 トレンチの基本層序の把握を実施。41 トレンチ東壁から

畔②北壁断面上の部分で 13 層に区分した。7 日、畔②南壁断面上において基本層序Ⅵ・Ⅶ層下から

の溝状の掘り込みを確認。その最下層となる暗青灰色粘質土から竹片を検出。後世の掘り込みである

ことを確認した。畔②以南の池岸近くは XIII 層の上にⅨ層が堆積し、畔①～②間同様、水成粘土の堆

積は顕著でない状況であることを確認した。10 日、西岸部が東に向かってなだらかに傾斜する状況

が確認された。15 日に、南西側拡幅部との境に残していた 41 トレンチ西壁の掘削を開始した。16

日、鞠智城跡保存整備検討委員会委員の小西龍三郎氏が調査現場を視察。畔②以南において池底から

30 ～ 50cm 上の水成粘土堆積層より比較的多くの木片を検出した。22 日、畔①～②間の西岸部
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において、Ⅷ層より陶磁器片が出土し、Ⅷ層以上が後世の堆積であることがほぼ確実となった。下層の

堆積状況を把握するため 29- ④トレンチをさらに掘り下げたところ、多数の礫を包含する層の下に、花

崗岩バイラン土（地山）がなだらかに傾斜し、中途で平坦になっている状況を確認した。また、南西側

拡幅部において石列背面の撹乱部の断面観察を行ったところ、花崗岩の岩盤を鉤状にカットし、その上

に盛土する状況が認められた。盛土は比較的細層で構成される上層と上面から中程まで比較的しまるが、

最下層（青白色砂質土）は柔らかい層に区分できた。下層の外端には、外に面を持つ 1 ～ 2 段の石列が

認められ、石列に伴う盛土の可能性が生じた。23 日、畔①～②間の西岸部の XIII層中から、銅造菩薩立像

が出土した。周辺の清掃後、出土状況の写真撮影、出土地点の記録を行った。24 日、熊本県立装飾古墳

館古閑三博名誉館長が現地を視察。同日、山鹿市金剛乗寺住職に仏像を実見していただき、菩薩像との

指導を得る。27 日、福岡大学名誉教授小田富士雄氏に仏像を実見していただき、古代山城では初めての

発見で、表情が非常に良く、これ以上剥落しないよう取り扱いに注意する必要があるとの指導を得る。

28 日、熊本県立美術館の有木芳隆氏に仏像を実見していただき、横幅の広い面相（童子形）などの特徴

や顔と体のバランス等の特徴から、概ね白鳳期の特徴を有する仏像との指導を得る。29 日、九州大学名

誉教授大西修也氏に仏像を実見していただき、頭飾の形態、ほぞの太さ、持物を腹部で捧持する等の特

徴から、7 世紀後半の百済系の仏像であるとの指導を得る。30 日、文化庁文化財部美術学芸課主任調査

官　岩佐光晴氏、同調査官　奥健夫氏、同調査官　川瀬由照氏に仏像を実見していただき、形態的に 7

世紀後半の朝鮮系の仏像で、持物の形態など、その変遷を考えていく上で重要であるとの指導を得る。

【11 月】

　1 日、熊本日日新聞社より仏像に関する取材を受け、3 日、熊本日日新聞朝刊に記事が掲載。それを受

けて、報道各社より取材の申し入れがあり、急遽、同日午後に合同記者発表を実施することとなる。4 日

より、畦①の掘削作業と並行して、台座等の見過ごしの可能性が生じたため、排土場における確認作業を

開始、6 日まで継続したが、台座等の検出には至らなかった。25 日、畔①～②間の西岸部、XIII層の掘削

において須恵質の高坏脚部を検出した。26 日より、畔①以北の青灰色土の掘削を開始した。

【12 月】

　2 日、29- ⑧トレンチの掘り下げにより礫の集積を確認。上に暗灰色砂質土層、その上にやや粘性を帯

びた層が堆積する状況が看取されたが、しまりがないことから、その上層となる第 29 次調査時に盛土と

認識していた層については後世の堆積土と判断した。8 日、畔①～②間の西岸部、XIII層の掘削がほぼ終了

した。10 日、畦①周辺部において XIII層下に多数の木片が混入する泥土層の堆積が確認され、その下にさ

らに砂層が堆積することを把握した。11 日、畔①～②間において XIII層下の堆積状況把握のため、畔①、

東壁、畔②際の幅 60cm 程を掘削した。12 日、畔①～②間において、畔①と畔②のライン上で池岸部と

池底部のレベルを測量した。15 日、畔①～②間・XIII層の掘削において、礫等が多数混入する状況が認め

られたが、地山との間に土砂が入るなど、比較的粗い状態で混入していたため、流れ込みと判断し、礫等

の除去作業を実施した。16 日、畔①～②間・畔①以北に認められる帯状の礫群について、礫群の北側水

路側の縁は地山を鉤状にカットし、その底部に 5.0 ～ 10.0cm 程度の石を敷き込む状況が看取され、一部

赤褐色あるいは黄褐色粘質土で覆われている状況が認められたことから、護岸あるいは盛土基底部の敷石

の可能性を推定した。
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【1 月】

　8 日、貯水池跡池尻部の調査と併行して、池ノ尾門跡の調査を開始した。14 日、貯水池跡 41 トレンチ・

畔②北壁断面の写真撮影を実施し、土層図作成を開始。15 日、同じく畔①南西壁の写真撮影を実施し、

土層図作成を開始した。畔①以北の青灰色土層について、しまりが強いものの田んぼの床土であると判断

し、掘削を開始したところ、染付碗片を検出した。16 日、29- ⑧トレンチ以北において池跡から続く水路

状遺構が北側水路へと屈曲することを確認した。20 ～ 21 日、京都大学大学院文学研究科教授上原真人氏、

准教授吉井秀夫氏による調査指導。貯水池跡池尻部については、明確な堰堤を設けずとも、池側を窪めれ

ば十分貯水でき、オーバーフローする水を北側の水路状遺構に流し込む構造の可能性があるとの指摘があ

った。27 日、池ノ尾門跡において、土層図作成のためのトレンチ壁の精査を開始した。28 日、貯水池跡

41 トレンチにおいて、畔①、②の掘削・除去を開始した。池ノ尾門跡においては、取水口北側のしまり

のある黒褐色粘土層について、当初、道路状遺構の可能性を考えていたが、精査により水成粘土と砂の互

層堆積層の上層となることが把握されたことから、後世の堆積土と判断し、掘削を開始した。

【2 月】

　5 日、29- ⑧トレンチ北西側の後世の石垣を実測・写真撮影・除去を実施した。6 日、水路状遺構の掘削

を開始した。10 日、水路状遺構について、貯水池北側への排水路と推定した。12 日、水路状遺構の底部に

礫が密集する状況を確認。北端近くまで続くことが確認された。13 日、鞠智城跡保存整備検討委員会委員

小西龍三郎氏による調査指導。水路状遺構の北端部の構造解明を進めるべきとの指導を得る。17 日、「平成

20 年度第 2 回鞠智城跡保存整備検討委員会」〔委員：河原純之、岡田茂弘、小田富士雄、安原啓示、坂上康

俊、板楠和子氏〕による調査指導。後世の攪乱により堰堤の有無の把握は困難であるが、後世の地形改変の

把握及び水路状遺構の北側部分の構造解明の必要性などの指導を得る。18 日、貯水池跡 41 トレンチにおい

て、自然科学分析のための土壌を採取（株式会社パリノ・サーベイによる）。採取地点は、畔①南西壁断面

上、畦②北壁断面上、29- ⑦トレンチ南壁断面上とした。また、畔①より良好な木片を採取し、C14 年代測

定の資料とした。26 日、2 調査区の空中写真撮影を実施（九州航空株式会社による）。

【3 月】

　3 日、水路状遺構の北端部で石積みらしき状況を確認。その南側で前面を平らにした石を検出した。5

日、貯水池跡 41 トレンチにおいて、第 30 次調査の完了状況の写真撮影を実施し、現場作業を終了した。

15 日、岡山市教育委員会　出宮徳尚、乗岡実氏による調査指導。水路状遺構北端部について石塁の可能

性があるなどの指導を得る。16 日、東京大学名誉教授　笹山晴生氏、東京大学大学院人文社会系研究科

教授　佐藤信氏、九州大学大学院人文科学研究院教授　坂上康俊氏による調査指導。貯水池跡池尻部に

ついては流路の変遷過程の解明並びに池ノ尾門跡については通水溝の内部構造の解明が必要などの指導

を得る。

第3節　貯水池跡の調査

1　発見の経緯

　平成 6 年度より鞠智城跡の保存・活用に向けた保存整備事業が開始され、長者原地区において多く

検出された建物遺構の整備については、保護盛土をした上で遺構の復元及び平面表示等が計画された。
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このため、復元及び平面表示等が計画された。このため、調整池を設置する必要が生じたが、その候補地と

して挙げられたのが長者原地区北側の谷部であった。当該谷部は、以前から朝鮮半島の山城との比較におい

て池跡の存在が想定されていたため、平成 8 年度に遺構の有無を把握する確認調査を実施することとなった。

　当時、谷部には水田、畑地が段々に営まれており、その区画に沿った形で計 32 本のトレンチを設定し

て調査を実施した。最初に設定した 1 ～ 4 トレンチの各トレンチにおいて、地表下 2 ～ 3m 付近で青灰色

粘土層が確認されたため、粘土層の成因について専門家に鑑定を依頼したところ、水成粘土であることの

回答を得た。これにより、谷部に池が存在する可能性が生じたため、各トレンチを拡張したところ、青灰

色粘土層が平面的に広がることが把握された。この結果を受けて、池の範囲を把握するため 5 ～ 23 トレ

ンチを設定して調査を実施した結果、推定ラインを含めて水成粘土堆積層の拡がりが 5,300 ㎡に及ぶこと

が把握された〔第 2 図〕。さらに、池跡の南東方向の段々畑にも 24 ～ 27・29 ～ 32 トレンチを設定して

調査を実施したが、水成粘土堆積層は確認できず、後世の地形改変が著しいことが把握された。

　また、当該調査では、7 トレンチの北端部付近の西側斜面上において、略台形の掘り込みと池方向に延

びる溝跡で構成される取水口跡を検出した。北西側に取り付く小谷に集まる水を導く施設であったと考え

られ、谷地形をうまく利用しながら一部を加工した池であることが推定された。

　こうした確認調査の結果、谷部に池跡が存在することが明らかとなったため、調整池は今後の調査に影

響しない位置・工法で建設することとなった。

2　位置と地形

　貯水池跡が所在する谷は、長者原地区がある台地状の丘陵地北側縁に端を発し、やや蛇行しながら北に

向かい、初田川沿いの小盆地へと開口する。鞠智城の外郭線は、谷頭から北に 550m 程下った「飛渡」付

近を通ることが推定されているが、その外郭線を境に、城外側は深谷となるのに対して、城内側は比較的

谷幅が広く緩やかな傾斜となる。その谷部に貯水池跡は所在する。池尻部は、その「飛渡」付近から約

200m 南の城内側に位置し、谷の東西幅が約 20m と最も減じる地点となる。

　貯水池跡は、谷地形に沿う総延長約 220m と南北に長い形状で、南東から北西に向けて延び、中途で北に

向きを変える。その変化点には南西の長者山から延びる小谷が取り付く。また、池跡北側の西は、西側土塁

線が所在する北に向かって延びる山尾根から途中「涼みヶ御所」付近で北東方向に分岐する支尾根が池尻部

付近まで迫る。その東面は切り立った崖地となっており、周辺の地形とは異質な感を与えるており、現在の

ところ、往時の地形かどうかは不明である。一方、東は、長者原地区が所在する台地状の丘陵頂部から連な

る尾根が、高さを減じながら北西方向に延び、池跡に面する西側斜面は比高差 10m 程の急傾斜となる。尾

根の突端には、巨岩が露頭する「岩クラ」があり、その尾根を挟んだ東側の小谷には、「長者井戸」と呼称

する湧水地が所在する。

3　調査の経過

　貯水池跡の発掘調査は、先述した水成粘土堆積層の範囲確認調査から継続的に実施してきた。これまで

に、取水口跡、石敷遺構、貯木場跡、木組遺構、堤防状遺構、柵跡などの遺構を検出するとともに、古環

境の復元を目的とした自然化学分析を行うなど、総合的な調査を実施してきた。

　ここでは、これまでの調査概要について、調査次毎に述べる。〔以下、第 3 図〕

1）第 19 次調査

　池の範囲確認及び構造解明を目的とする調査を実施。水成粘土堆積層の範囲が推定されるなか、現
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況の地形における池の頭部と尻部との比高差が約 8.0m となることから、内部構造の把握が必要となり、

池底の状況を確認することを目的に、南北に長い 28 トレンチを設定して調査を実施した。その結果、28

トレンチにおける池内部の堆積状況が把握され、取水口跡の一部を検出するなどの成果を上げた。

【28 トレンチの層序】

　池底となる砂礫層から黄褐色土、青灰色粘土、茶褐色土の順で堆積する状況が把握された。茶褐色土は

客土で厚さ 1.0 ～ 2.0m。下限を示す遺物として近世・近代の遺物を包含する。次の青灰色粘土層は厚さ

2.0 ～ 3.0m の水成層で、3 層（上から①～③層）に細分できた。遺物のほとんどは③層からの出土で、木

簡、木製品も当該層からの出土であった。①・②層からの遺物の出土は少ないが、黒色土器 B などを出土

している。黄褐色土層は、池の底面となる粘質土で、厚さ約 0.2 ～ 0.5m。縄文・弥生時代の遺物を包含

する。下の砂礫層にも、縄文・弥生時代の遺物が包含され、湧水が認められた。このような堆積状況から、

谷部は縄文・弥生時代には低湿地のような環境で、鞠智城の時代には、池としての機能をもつようになり、

水成粘土が堆積したものと推定された。

2）第 20 次調査

　第 19 次調査で設定した 28 トレンチを南東方向に拡張した。その拡張部分を北西から A ～ D 地区に区分

し、うち A・B 地区の調査を実施した。また、28 トレンチの西側端部で第 19 次調査で検出していた取水

口周辺部の調査も併せて実施した。その結果、A・B 地区において、多数の建築材等を検出する成果を上げ

た。また、出土木材等の樹種同定及び池跡の最下層を対象とする珪藻分析、花粉分析を併せて実施した。

【28 トレンチ A・B 地区の層序】

　A・B 地区で検出された水成粘土堆積層は厚約 2.0 ～ 3.0m。3 層に細分でき、上から粘土①層、粘土②

層、粘土③層とし、さらに下の砂礫層を 4 層とした。粘土①層～粘土③層には古代の遺物が包含され、4

層には縄文土器・弥生土器など、前時代の遺物を包含する状況が認められた。また、多数の建築材等は、

粘土③層の最下部からの出土であった。

【A 地区の建築材等】

　A 地区では、大型の建築材が多く出土した。ほぼ中央部に 2 本の桁材（長さ約 4.0 ～ 4.2m、直径約 15

～ 16cm）がほぼ南北方向に並び、東側材の先端部には鎌継・ほぞ穴の加工が施されていた。2 本の材の

間には、先端加工の材も認められた。これら材の下部には、枕木が直交した形で敷かれ、枕木東側の隣接

した箇所には花崗岩の礫 3 個が置かれている状況が認められた。枕木南側の大半に材が載っていないこと

から、運び出された材が載っていた可能性が想定されている。また、枕木に隣接する花崗岩礫の西側約

50cm から、破砕された土師器の盤が検出され、故意に礫にぶつけた可能性が指摘されている。これら桁

材の下部に、調査区外に延びる配置方向の異なる 2 本の桁材と考えられる材も出土した。このほか、桁材

以外にも 3 本の柱材や杭、2 本の農工具の柄等が出土している。柱材は 3 本とも、片側端部面はほぼ平ら

に加工されており、もう一方の端部には斜め方向の切断痕が数条あり、円錐状となっている。最も北側の

柱材には表面の焼けた箇所も確認されている。また、杭材は最も南側の柱材の北隣から先端部約 15cm を

尖らせ、基部に樹皮が残る状態のものが出土した。柄は桁材と考えられる材の下と枕木の西側約 1.0m の

箇所から 2 本出土している。また、A 地区の西側隅から、後述する B 地区から出土した木舞と考えられる

細材と同じ樹種で、同様な直径・長さを持つ材が出土した。
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【B 地区の建築材等】

　B 地区では、木舞と考えられる細材が顕著に出土した。細材は数本単位にまとまっており、6 つのまと

まりが確認され、A ～ F ブロックとした。各ブロックにおける細材の総数から、10 数本のブロック（A・

C・E ブロック）と 20 本以上のブロック（B・D・F ブロック）とに大別できた。細材の直径は 2 ～ 5cm

が大半で、長さは長短あり、D ブロックに比較的短めの細材が集中した。各ブロックとも細材の端部を片

側に揃えて置かれていた。A ブロックの東側端部には材の固定のための杭が 1 本打ち込まれ、E ブロック

の中央から東寄りにも材の固定を目的とした杭状の樹根が打ち込まれている状況が認められた。また、F

ブロックの西側端部には、上部に重しとして利用された平瓦が検出され、B ブロックの南側にも同様に、

平瓦の下に数本の細材が存在した。このほか、A・C ブロックの北側隣接箇所にも、約 4.7m の範囲に重

しの可能性がある直径 18 ～ 34cm の礫 9 個が帯状に認められた。礫の分布範囲の東側端部に杭が 2 本残

っており、A ブロックの立杭の状況からこれら杭も細材を固定するためのものと考えられ、2 本の杭と 9

個の礫の配置状況から、もとは細材のブロックが存在したものと推定された。このほか、これら細材以外

にも、蔓・農工具の柄等が出土した。蔓は輪になった状態で 3 箇所から検出され、うち 2 箇所の輪は直径

約 40cm の円形の平面を呈し、手と肘を使って蔓を巻き取った結果と考えられた。うち 1 箇所の蔓の上に

は重しと考えられる材木（長さ約 86cm、幅約 4cm）を置いている状況が認められた。柄は、細材の A

ブロックの北側で 2 本検出されている。

【建築材等の検出状況】

　A 地区では大型の建築材が主であったのに対して、B 地区のものは木舞と考えられる細材が中心であり、

A 地区・B 地区とでは出土した建築材の種類に差異が認められる。A 地区の大型の建築材のうち先端に鎌

継の継手加工がある材には、　 穴の仕口加工も施されており、桁材としての使用が考えられた。約 2.0 ～

5.0m 程の細材は木舞と考えられ、端部を揃え束ねた状態で出土している。細材を束ねたまとまりは、6

つのブロックを形成し、束ねた細材の数により、13 ～ 14 本のグループと 22 ～ 33 本のグループの 2 つ

に大別できた。

　出土した建築材については、枕木や礫を敷いたり、杭で止めたり、重しとして平瓦を載せるなど、水に

浸けるための工夫が随所に認められた。建築材の調査区外への拡がりは不明であるが、出土地点は池のほ

ぼ中央部で、池の水位を確保するには都合の良い地点であるため、建築材の貯木を目的としていることが

考えられた。

　貯木の年代については、出土層位が 7 世紀後半～ 8 世紀前半に比定できる遺物が出土した⑪層の最下部

（粘土③層最下部）であることから、7 世紀後半から 8 世紀前半に貯木されたものと考えられた。A 地区

出土の建築材には既に仕口加工を施している桁材 1 本、切断した柱材 3 本が含まれるが、これら以外の出

土材の殆どは未使用のものであり、加工や切断した材は再利用するために保管したと考えれば、建築材と

して使用する目的で池跡に貯木したものと推定された。建物等の築造・修復するために計画的に貯木され、

同じく建築材を加工するのに必要な斧・手斧の柄も貯木したものと考えられる。

【取水口の位置と構造】

　貯水池跡が所在する谷は、南東から北西方向に延び、中途から北に向きを変える。その屈曲部から南西

方向に派生する小谷があり、その開口部に取水口は位置する。小谷からの水を取り入れるには最適な場所

で、第 19 次調査で、水成粘土堆積層が舌状に南西方向に入り込んだ奥壁に濃緑色の水成粘土が堆積する

断面略台形の溝状の掘り込みを確認していた。
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　その溝状の掘り込み前面に、ほぼ平行に約 70cm の間隔で 2 本の立杭が配置され、その並びからほぼ直

角に振った池底側（東側）約 80cm の箇所にも 1 本の立杭が配置される状況が認められた。3 本とも直径

約 5cm、長さ約 10cm とほぼ同じ大きさで、樹皮が付いた状態であった。また、立杭等から池の底部方

向（東方向）に直線距離で約 6 ～ 7m 離れた箇所には、南東～北西方向に延びる幅約 3 ～ 4m、比高差約

20 ～ 30cm の帯状の高まりが検出された。高まりには地山の白色粘土が露出し、上面には水成粘土が堆

積しておらず、上面に礫が敷かれていたことから石敷遺構とした。高まりの西側斜面に沿って礫が密集す

る部分と全体に礫が配置される密集度の低い部分とに細分され、礫の大きさは、約 1 ～ 5cm のものが大

半を占め、約 15 ～ 20cm の大きいものは少ない。

　礫の分布する斜面の延長方向は、立杭がある舌状の入り込みとほぼ直角の位置関係にあることから、溝

跡や斜面に打たれた杭はその小谷から池跡に注ぐ導水施設の一部で、石敷遺構は、注がれた水の勢いを緩

め、中心部へと導くものと推定した。築造年代は、出土遺物及び堆積状況から 28 トレンチ粘土③層と同

様と考えられた。

3）第 21 次調査

　第 19 次調査において池の内部構造を把握するために設定した 28 トレンチについて、第 20 次調査の A・

B・C・D 地区に加え、当該調査では、さらに南東側を拡張して E 地区、C 地区の南側に隣接する F 地区

を新たに設定して調査を実施した。その結果、柵跡と考えられる柱穴列の検出により、E 地区で池頭にあ

たる南東端部、F 地区においては池の南西端部を確認した。また、D 地区南壁断面上において、池跡の基

本層序の把握を行うとともに、土壌サンプリングを行い、軟 X 線写真撮影観察、珪藻分析、花粉分析、植

物珪酸体分析、種実同定を実施した。

【池跡の基本層序について】

　28 トレンチで設定した各調査区中、確認した土層が全て揃う D 地区の南壁において、既に刊行した報

告書で記述した層序との比較を行ない、池跡の基本層序の検討を実施した。池の埋土の上部に位置する①

層（Ⅱ層）は、建物跡が集中する長者原地区で確認したⅢ層（古代の遺物が主に包含される）の上面にあ

る層となり、近世以降の遺物を含む。②層～⑬層は粘土層で、池跡が古代に利用された期間に堆積し、出

土遺物に 7 世紀後半～ 9 世紀後半の時期幅が確認された。⑭層・⑮層は池跡が形成される以前に堆積した

砂質の層となる。⑮層からは縄文時代後・晩期の土器、弥生時代後期の土器が出土し、⑮層が堆積した時

期には、ある程度安定した状態で水が貯えてある池ではなく、湧水地帯の様な環境を想定した。なお、各

層の所見は以下のとおり。

　①層　暗褐色土。粘質で、赤色が強い。カーボン混入。

　②層　青灰色粘土。カーボン・黄褐色粒混入。

　③層　黒色粘土。部分的に存在。砂粒・カーボン・黄褐色粒混入。

　④層　青灰色粘土。カーボン・黄褐色粒混入。

　⑤層　黒色粘土。カーボン・黄褐色粒混入。

　⑥層　青灰色粘土。カーボン・黄褐色粒混入。

　⑦層　淡褐色粘土。下部に灰色粘土が多い。カーボン。砂粒混入。

　⑧層　茶褐色粘土。カーボン・黄褐色粒混入。2 ～ 3cm の礫含む。遺物多量に含む。

　⑨層　灰褐色粘土。カーボン・黄褐色粒混入。

　⑩層　青灰色粘土。カーボン・1 ～ 2mm の砂粒混入。
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　⑪層　青灰色粘土。⑩層よりやや黒い。カーボン混入。

　⑫層　灰緑色粘土。下部に固くしまる部分がある。固い部分は青緑色を呈し、砂粒が多い。カーボン混入。

　⑬層　淡黒色粘土。砂粒・カーボン混入。

　⑭層　灰黒色土。砂粒多量に含む。⑬層との境に黒色の炭化物層が約 1cm の幅で入る。下部に約 2cm

の幅で淡黒色の砂層が部分的に入る。

　⑮層　黒茶褐色砂礫土。多量の小木質片を含む。縄文後・晩期、弥生後期の土器、石器が出土する。

【柱列】

　F 地区南西端部から、緩斜面上に一定の間隔で平行して並ぶ計 6 基の柱穴列を検出した。柱穴の平面形

状は径 19 ～ 37cm の円形あるいは楕円形を呈し、深さ 23 ～ 39cm の平底となる。E 地区南東端部にお

いても、平面形状は径 22 ～ 33cm の円形を呈し、深さ 31cm を測る柱穴 1 基を検出した。F 地区南西端

部において、一定の間隔で並ぶことから、柵状施設に伴うものと推定した。

4）第 22 次調査

　28 トレンチ C 地区南西壁の再調査と E・F 地区の未掘削部分の調査を実施した。C 地区南西壁では、第

20 次調査時に土層断面上で確認した高まりの精査を目的とした。F 地区においては、C 地区南壁上に一部

露出していた木材の全面露出を目的に、部分的な掘削を実施した。その結果、C 地区南西壁における高ま

りが堤防状遺構であり、露出していた木材は、木組遺構の木枠の一部であることが判明した。また、当時

の周辺植生及び植物利用に関する情報を得るため、池跡内から検出された種実 107 点及び土壌に含まれる

微細植物片の分類・同定を実施した。

【C 地区南西壁】

　底幅 386cm、高さ 73cm のやや台形を呈する断面形状を有する堤防状遺構を C 地区南西壁断面上で確

認した。最下部に地山を高さ 22cm 程削り出し、その上層に炭化物を比較的多く含む 4 ～ 21cm 厚の明灰

色粘土層、さらに上層は主に粘土層となるが、砂粒を多く含む層（15、19 層）を部分的に挟む状況が認

められた。このことから、地山の上に粗朶を敷き、その上に粘質土と砂質土とを互層に堆積する盛土構造

を推定した。

　池の中途に堤防状遺構が検出されたことを受けて、池尻部一箇所ではなく、池の内部に小規模な堰堤を

設けて水量を調整していたことに加え、その堤防状遺構を境に後述する木組遺構が南東側に、第 20 次調

査で検出した建築材等の貯木場跡が北西側にそれぞれ配置されていたことから、池の利用を異にする小区

画を設ける間仕切り的役割があったことが考えられた。

【木組遺構】

　東西幅 282cm、南北幅 233cm、四方を木材で囲ったやや台形状を呈する遺構である。使用木材は 5 本

で、いずれも加工痕跡が認められることから転用材等の使用を想定した。これら木材の内側には固定用の

立杭 3 本が残存した。また、やや離れた南側に柱状の木材が立ったままの状態で検出された。木組の枠の

一部に足場と考えられる石が 2 石はめ込まれており、石と木材との隙間を埋めるための小石も検出した。

木組の内部には平面形状 146cm × 107cm の隅丸方形で、下の砂礫層に達する深さ 23 ～ 29cm の土坑を

検出した。一部木組の下まで及ぶことから、木組が配される以前の段階で掘削されたもので、これらのこ

とから、湧水地点を囲った水汲み場と判断された。
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第３図　貯水池跡・遺構配置図
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5）第 23 次調査

　28 トレンチ C 地区南西壁の断面上で検出された堤防状遺構の平面的な検出を目的に、F 地区未掘削部

分及び F 地区西隣に新たに G 地区を設定して調査を実施した。その結果、堤防状遺構の平面形状が把握さ

れた。また、貯水池跡の所在する谷の屈曲部から南西方向に派生する小谷に設定された既設トレンチ（37、

38、39 トレンチ）の再調査も併せて実施した。

【堤防状遺構】

　C 地区南西壁から池岸に向かって約 3.0m までは直線的に延び、そこから末広がりとなる撥状の平面形

状を呈することが把握された。直線的に延びる部分の断面形状は頂部幅 1.04 ～ 1.50m、高さ約 0.85m の

台形で斜面はやや直線的に立ちあがる。明確な版築は検出されなかったが、地山を削り出してその上に盛

土するといった状況が認められた。また基本層位⑦、⑧層で被覆された頂部に灰黄色系の砂質土が池岸側

に部分的に確認されたが、地山に近い土壌で、貼り土の可能性が考えられた。中位の土層については均一

性が認められないが、地山直上には炭化物を含む暗灰黒色粘質土が認められ、裾部は地山（灰青色砂礫層）

を削り出し、平坦面を造り出していることが確認された。また、堤防状遺構の南東裾部においては、16

～ 52cm 大の角礫や木材が散乱した状況が看取された。木組遺構に付随する部材か、あるいは堤防状遺構

の堰に関係する部材と推定した。

6）第 24 次調査

　貯水池跡北側、水成粘土堆積層が池中央に向かって大きく張り出す南北 2 箇所の構造解明を目的に、約

50m × 10m の南北に長い 40 トレンチを設定。そのうち南半分となる A 地区の調査を実施した。その結

果、南側張り出し部は、盛土構造であることを確認した。また、40 トレンチ周辺の古環境の復元を目的に、

珪藻分析、花粉分析、植物珪酸体分析、種実同定を実施、併せて、出土木材の放射性炭素年代測定も実施

した。

【40 トレンチの層序】

　池跡の範囲確認のためのトレンチ掘削により、水成粘土堆積層は、池底から約 50cm 残存する程度であ

った。砂粒混入の割合から 3 層（⑤、⑥、⑦層）に区分でき、暗灰色の色調をベースに、上から砂粒無し、

砂粒多量、砂質となる。⑤層から土器、瓦などを検出し、⑥層からは板状木製品など加工木材を数点、⑦

層からは枝などの木片が主に占め、池の造成の際に伐採されたと思われる樹根が地山の砂礫層に食い込ん

だ形で検出された。第 21 次調査時に把握した 28 トレンチ D 地区南壁における基本層序との比較から、

砂粒等の包含状況から⑤層→基本層序⑪層、⑥層→基本層序⑬層、⑦層→基本層序⑭層にそれぞれ対応す

ることが考えられた。

　⑦層で認められる池底の砂礫層に残る樹根や前時代の土器の細片の存在から、28 トレンチ同様、自然

流路をそのまま造成した様子が窺えた。また、放射性炭素年代測定法により⑦層の木材の年代測定を実施

した結果、6 世紀中頃～ 7 世紀中頃に測定された。

【A 地区南側張り出し部の盛土状況】

　池底からの残存高は調査区西壁で、1.55m を測る。頂部は平坦で、法面の勾配は約 45°となる。頂部か

ら下約 75cm までは盛土で、その下は地山削り出しにより整形する。盛土は 3 層に区分され、①層はしま

りの強い褐色土層で、不純物をほとんど含まない。②、③層は灰色系粘質土層で、③層はやや青みを帯びる。
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両層とも遺物を包含し、③層からは平瓦、須恵器片を出土した。各層の厚さは①層 15cm 以上、②層 19

～ 27cm、③層 13 ～ 31cm と比較的厚く、粗雑な感を与える。28 トレンチ C 地区南西壁の堤防状遺構で

確認された炭化物を包含する層は確認できていない。基底面の地山は比較的安定した灰白色粘質土層であ

るのに対して、28 トレンチ C 地区の堤防状遺構の地山が砂粒の多い淡褐色粘質土層であった点でも相違

した。古代の遺物（細かな時期は不明）を包含しており、創建当初からある一定期間を経て盛土されたこ

とが推定された。

7）第 25 次調査

　40 トレンチ B 地区の調査を実施することとしたが、平成 9 年度のトレンチ埋土の掘削に多大な時間を

要した上、西側土塁線の調査を先行することとしたため、調査を中断することとした。

8）第 26 次調査

　貯水池跡池尻部の周辺地形の測量と平成 11 年度に北側の水路部分で確認した集石箇所の図化作業を実

施した。集石箇所については、小さいもので 20cm 大、大きいもので 2.0m 以上の大石が認められ、以前

に、用水路底に加工痕跡（段）のある石材も認められていたことから、石積みの構築物の存在が想定され

ていた。また、東岸の一部に、20 ～ 30cm 大の石材を使用した後世のものと考えられる数段の石積みが

所在した。
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第Ⅱ章　調査の成果

第1節　貯水池跡池尻部の位置

　貯水池跡は、城域の中心部となる長者原地区の北側の谷部に位置する。南西から北に向かって延びる谷

地形に沿う南北に長い形状で、水成粘土堆積層の拡がりから約 5,300 ㎡の規模が推定されている。平成 8

年度に実施した範囲確認調査で、設定した 39 本のトレンチのうちその北端に位置する 20 トレンチまで水

成粘土堆積層が及ぶことが確認されていた。

　当該箇所は、西側土塁線が所在する山尾根から北東方向に派生する支尾根と長者原地区から北西方向に

延びる尾根とで、谷幅が約 20m と最も狭まる地点となり、当初から池尻部であることが推定されていた〔第

4 図〕。平成 11 年度にこの池尻部より北に調整池を造るため、既存の用水路の拡幅が計画されたが、池尻

部のやや中央を通る用水路（北側水路）の底部を踏査したところ、多数の石・礫が集積する状況が確認で

き、さらに加工痕跡のある岩盤も一部に認められた。遺構の存在が想定されたため、谷の西縁に用水路の

付け替えを行うこととなったが、調査を行ったところ表土直下に花崗岩バイラン土となる地山が確認され、

西側の支尾根はさらに北東方向に延びることが予想された。

　池の貯水構造については、平成 14 年度の第 22 次調査で池を仕切る小規模な堤防状遺構が検出されたこ

とを受けて、中途に小規模な堰堤等を設けて徐々に水量を調整する構造が推定されたが、約 200m 先の谷

筋には外郭線が通り、地形的な理由から城門（北の門礎及び水門推定地）の存在が想定されているため、

池の水量を調整するための何らかの構造物の存在が推定されていた。

第2節　第29次調査の概要

1　調査の方法

　平成 19 年度の第 29 次調査において、① 20 トレンチより先の池尻部における池範囲の確定、②堰堤等

の構造解明、の 2 点を主たる目的に、谷が最も狭まる箇所を中心に、南側を 20 トレンチに一部重ね、北

側水路までとする、長さ約 40m、幅約 15m の南北に長い 41 トレンチを設定して調査を実施することと

した。調査区周辺は、西脇には用水路（平成 11 年度に付け替え工事を実施。）が北流し、調査区内には、

中程に南西から北東に延びる比高差約 1.3m の段差が所在した。

　表土剥ぎの段階で、41 トレンチ南側に当初は堰堤と考えられた土段状の高まりを確認したことから、

その構造解明を目的に、周辺部に土層確認のため計 13 本の小トレンチ（①～⑬トレンチ）を設定して調

査を実施した。さらに、北側水路の底部の露出作業も併せて実施した。

2　調査の成果

　当初、堰堤と想定した土段状の高まりについては、出土遺物等から中世以降の堆積であることが判明し、

明確な遺構は検出できなかったが、幾つかの構造が把握された〔第 5 図〕。

　②、⑤、⑥トレンチにおいては水平堆積する一連の盛土が確認された。この盛土は、整形されたような地

山の上に存在した。その地山の北側水路内においては直線的な段状の加工痕跡と考えられる箇所があり、水
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路内に基礎石となり得る大石

その周辺に比較的小振りの石

が散在する状況が認められた。

　こうした状況から、花崗岩

の地山を段状に整形し、前面

に基礎となり得る大石を並べ、

後ろにグリ石を詰めて石積み

をし、その上に版築工法によ

る盛土をする構造を推定した。

　また、その盛土の池側には

礫群が帯状に存在し、池跡の

水成粘土層がその付近で途切

れることも把握されたことから、

この帯状の礫群を盛土の基礎か、

もしくは池岸の護岸と推定した。

　池の範囲については、第 19

次調査における 20 トレンチ内

の地山と青灰色粘土の境のラ

インが、北側の⑦トレンチや

④トレンチにおいても把握され、

さらに地山の内側に礫群が確

認された。④トレンチ以北の①、

②、⑤、⑫トレンチ内におい

ても盛土の内側に存在する帯

状の礫群が見つかり、青灰色

粘土がそれより以北に見られ

ないことから、ほぼそのライ

ンで終息する状況が把握された。

平面的には、以前推定された

ラインより若干内側に入り込み、東側の尾根部分にむかって先細りのラインとなると考えられた。

　以上のような成果が得られたが、結果的に、池を堰き止めるための構造物の把握までは至らず、第 30

次調査で継続することとなった。

第3節　調査の方法

1　トレンチの設定

　第 29 次調査では、計 13 本の小トレンチと北側水路内の精査など部分的な調査であったため、池の

内部構造の把握まで及んでいなかった。このため、第 30 次調査では、水成粘土層が拡がりを見せる南

側において、池の内部構造の把握を主目的に、池底までの掘削を実施した。また、第 1 章で述べたとお

第６図　北側水路
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第７図　41トレンチ平面図
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第８図　41トレンチ西壁土層図
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り、29- ④トレンチ西側において盛土状の水平堆積層を確認していたことから、当該層を平面的に把握す

るため 41 トレンチ西壁の土層図〔第 8 図〕作成と併せて 41 トレンチ南西側を東西 3.0m ×南北 14.0m

の範囲で拡幅し、41 トレンチ北東側においても、池の東岸部の検出及び盛土構造の把握のため、東西

4.0m ×南北 21.0m の範囲で拡幅して調査を実施した。

2　基本層序について

　貯水池跡池尻部の層序について、41 トレンチ東壁南寄りから畔②にかかる部分において、下記のとお

り計 13 の層序に分類した。

Ⅰ層　褐色土（10YR4/4）～表土。やや粘質で、黄褐色粒等を多く混入。

Ⅱ層　にぶい黄褐色土（10YR5/3）～やや粘質。砂粒多。

Ⅲ層　橙色土（7.5YR6/6）～しまりあり。炭化粒を多く含む。

Ⅳ層　にぶい橙色土（7.5YR6/4）～しまりあり。やや粘質。炭化粒を多く含む。

Ⅴ層　灰黄褐色土（10YR5/2）～炭化粒、砂粒を多く含む。

Ⅵ層　灰褐色土（7.5YR5/2）～しまりあり。砂粒多。

Ⅶ層　褐灰色土（7.5YR6/1）

Ⅷ層　褐灰色粘質土（7.5YR6/2）～Ⅶ層に比べやや暗め

Ⅸ層　青灰色粘質土（5B5/1）

Ⅹ層　暗青灰色粘質土（5B4/1）～Ⅸ層に比べやや暗め

XI 層　暗青灰色粘質土（5B3/1）

XII層　青黒色シルト（5B2/1）

XIII層　明青灰色砂質土層（5B7/1）

　このうち、Ⅷ層より上層は、陶磁器片等が出土していることから、後世の堆積層である。Ⅸ層より下層

は水成粘土堆積層に位置づけられるが、池尻部とあってある程度の水流があったものと思われ、砂粒の含

有量が多い。また、XII 層から池底の泥土層と考えられるが、多くの木片等を混入する。

第4節　遺構について

1　池の堆積土

　当該調査においては、水成粘土層の拡がりを断面上で把握するため、中世以降に形成された土段状の高

まりに直交する形で、土層観察のための畔 2 本（畔①、②）を残して調査を進めた。以下に、畔①、②に

おける堆積状況について記述する。

畔①南西壁

　南東から北西に延びる 29- ②トレンチの北東壁に沿う形で設定した畔である。ここでは、基本層序 XII層

までの層序が把握された〔第 9 図上段〕。

　下層から見ていくと、　層から下、最大厚 65cm の範囲が水成層となる。　～　層までが、しまり

がなく木片等を多く混入する泥土状の層で、基本層序との比較からすると XII 層に該当する。　・　

層も木片等は混入しないものの、しまりのない粘質土で XII 層に類似し、上層との漸移層と考えられ

る。　層は XI 層、　層はⅩ層、　・　層はⅨ層にそれぞれ該当する。　層以上で切られているものの、
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各層序とも北西に向かってほぼ水平に堆積し、北西側において層厚が薄くなっており、水成粘土の堆積が

無くなっていく状況が認められた。北西側には第 29 次調査において帯状の礫群が確認され、水成粘土の堆

積層が及ばないことが明らかとなっているが、北西側付近で池の範囲が終息するものと考えられる。

　～　層については、水成粘土層にも及ぶ地形改変後に堆積した層で、池の機能が消失した後の堆積層と

なる。Ⅷ層に該当する層で、当該層には、陶磁器片等の遺物が混入する。その後、　層及び⑯～⑳層の堆

積に見られるように、少なくとも 2 度の地形改変があったものと考えられる。この段階になると、近世の

陶磁器片が混入する。①～⑮層については、褐色系土及び灰色系粘質土が混在して堆積するなど攪乱され

ている状況が認められ、池範囲の確認調査の際の掘削土の可能性が考えられる。

畔②北壁

　第 29 次調査時に設定した東西方向の 29- ④トレンチ南壁から 50cm 程度南に設定した畔である。一部

地山までの層序が把握された。なお、東から 3 分の 1 程の箇所にある断面逆三角形の窪みは、池の範囲確

認調査の際、トレンチの水抜きのために設置された溝で、3 分の 2 程の箇所にある断面台形様の窪みは、

20 トレンチとなる。

　下層から見ていくと、　・　層が地山の花崗岩バイラン土となる。　層は礫を多く含む。20 トレンチに

おいて改変されているが、地山は西に向かって緩やかに上っていくことが予想される。　層はややしまり

のある明黄褐色砂質土で、図面上では表現されていないが、20 トレンチから以西の④トレンチ南壁上で版

築様の堆積土が把握されており、その堆積土に似る。当該箇所では、地山は平滑に仕上げられている。

　池内部に堆積した水成層となるのが、　層から　層である。　層は基本層序 XIII層に相当し、多量の礫を

混入する。　～　層も XIII層に類似するが、　層は XII 層となる　層との漸移層で、木片等が混入する。　

層は XI 層、　層がⅩ層となるが、その間の池岸側に砂質土となる　・　・　層が認められ、この間、ある

程度の水流があったものと考えられる。また、Ⅸ層となる　層の下層にも、西側の池岸側に砂粒、炭化物

を中量含む褐灰色土（　層）が認められ、池の機能を有していた時期とそうでない時期が交互にあったこ

とが予想される。

　⑲・⑳層は池の機能が消失した後に堆積した層で、西側の池岸側に部分的に認められる。第 29 次調査

時に⑲層から青磁片が出土しており、中世以降に堆積した層と判断できる。その層を切り込んで地形改変

した後に堆積した層が、⑭～⑱層となる。主に砂質土で構成され、⑱層がⅧ層となる。⑪～⑬層は 41 ト

レンチ南東隅のみで確認された溝の埋土となる。その後、⑨・⑩層及び⑥・⑦・⑧層で層的なまとまりが

あり、④・⑤層は畔①でも確認されているトレンチ掘削土の可能性が考えられる。①～③層についても、

比較的しまっているものの、粘土ブロック等が混入していることから、同様の掘削土であろう。

2　水路状遺構

　41 トレンチ北側、北側水路東側の平坦部において、幅 6.0 ～ 7.0m の水路状の掘り込みを検出した。水

成粘土層の拡がりで把握された池跡から連続する掘り込みで、池からの水が流れ込む位置にある。池を堰

き止めるための堤の存在が未だ明らかとなっていないが、その北約 16.0m 先の大型石材が集積する部分ま

で延び、当該箇所において北西方向に向きを変えることが推測される。水路の西側には後述する帯状の礫

群が確認されており、大型石材の集積箇所まで延びる。東側の立ち上がりについては、部分的には把握さ

れているがその大半は 41 トレンチ外となるため、現状では構造的な把握までは至っていない。

　大型石材の集積箇所については、段状に岩盤を整形した痕跡もあり、また上部には比較的しまりのある

赤褐色土が認められる。盛土の可能性も指摘でき、もし盛土とするならば、下部を石積み、上部を盛土と
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第９図　畔①、②土層図

畔
①

土
層

断
面

（
A

ー
A

'）

畔
②

土
層

断
面

（
B
ー

B
'）

A B

A
'

B
'

a a
'

a a
' 0

2
m

L
=1

1
8
.0

0
0
m

【
畔

②
土

層
注

記
】

①
．

に
ぶ

い
黄

褐
色

土
（

1
0
Y

R
 5

/4
）

し
ま

り
あ

り
。

褐
灰

色
粘

土
ブ

ロ
ッ

ク
、

明
黄

褐
色

粒
等

を
含

む
。

②
．

灰
黄

褐
色

土
（

1
0
Y

R
　

5
/2

）
し

ま
り

あ
り

。
明

黄
褐

色
粒

、
灰

白
色

粒
、

褐
灰

色
粒

、
炭

化
粒

を
　

　
含

む
。

①
層

に
似

る
。

③
．

灰
黄

褐
色

土
（

1
0
Y

R
 4

/2
）

②
層

に
似

る
が

、
比

較
的

柔
ら

か
い

。
④

．
褐

灰
色

粘
質

土
（

1
0
Y

R
 6

/1
）

柔
ら

か
い

。
黄

褐
色

粒
を

含
む

。
⑤

．
に

ぶ
い

黄
橙

色
土

（
1
0
Y

R
 6

/4
）

柔
ら

か
い

。
炭

化
粒

を
含

む
。

⑥
．

に
ぶ

い
褐

色
土

（
7
.5

Y
R
 6

/3
）

粘
質

。
し

ま
り

あ
り

。
炭

化
粒

多
量

。
⑦

．
に

ぶ
い

褐
色

土
（

7
.5

Y
R
 5

/3
）

柔
ら

か
い

。
明

黄
褐

色
粒

、
灰

白
色

粒
、

炭
化

粒
多

量
。

⑧
．

に
ぶ

い
褐

色
土

（
7
.5

Y
R
 5

/3
）

柔
ら

か
い

。
⑦

層
と

同
一

層
。

⑨
．

灰
黄

褐
色

土
（

1
0
Y

R
 6

/2
）

柔
ら

か
い

。
明

黄
褐

色
粒

、
灰

白
色

粒
、

橙
色

粒
、

炭
化

粒
を

含
む

。
⑩

．
褐

灰
色

土
（

1
0
Y

R
 6

/1
）

柔
ら

か
い

。
⑨

層
に

似
る

が
、

橙
色

粒
が

少
な

く
、

柔
ら

か
い

。
⑪

．
褐

灰
色

土
（

1
0
Y

R
 6

/1
）

や
や

粘
質

。
柔

ら
か

い
。

明
黄

褐
色

粒
、

灰
白

色
粒

、
橙

色
粒

中
量

。
⑫

．
褐

灰
色

土
（

7
.5

Y
R
 6

/1
）

粘
質

。
柔

ら
か

い
。

混
入

物
が

少
な

く
、

⑪
層

よ
り

柔
ら

か
い

。
⑬

．
褐

色
砂

質
土

（
7
.5

Y
R
 4

/3
）

柔
ら

か
い

。
橙

色
粒

を
含

む
。

中
位

に
灰

白
色

粘
質

土
層

が
入

る
。

⑭
．

明
褐

色
砂

質
土

（
7
.5

Y
R
 5

/6
）

柔
ら

か
い

。
砂

粒
多

量
。

⑮
．

灰
白

色
シ

ル
ト

（
7
.5

Y
R
 6

/2
）

　
⑯

．
に

ぶ
い

黄
橙

色
砂

質
土

（
1
0
Y

R
　

7
/4

）
柔

ら
か

い
。

明
黄

褐
色

土
層

と
灰

黄
色

土
層

が
縞

状
に

入
　

　
る

。
砂

粒
、

炭
化

粒
中

量
。

⑰
．

灰
黄

褐
色

砂
質

土
（

1
0
Y

R
 6

/2
）

柔
ら

か
い

。
明

黄
褐

色
粒

、
橙

色
粒

、
炭

化
粒

多
量

。
⑱

．
褐

灰
色

土
（

1
0
Y

R
 5

/1
）

粘
質

。
砂

粒
少

量
。

⑲
．

褐
灰

色
土

（
7
.5

Y
R
 6

/1
）

や
や

粘
質

。
明

黄
褐

色
粒

、
灰

白
色

粒
、

炭
化

粒
中

量
。

⑳
．

褐
灰

色
土

（
7
.5

Y
R
 4

/1
）

や
や

し
ま

る
。

明
黄

褐
色

粒
、

灰
白

色
粒

、
炭

化
　

　
粒

少
量

。
　

．
褐

灰
色

土
（

7
.5

Y
R
 4

/1
）

柔
ら

か
い

。
色

調
は

⑳
層

に
似

る
が

、
橙

色
土

ブ
　

　
ロ

ッ
ク

を
多

量
に

含
む

。
　

．
灰

褐
色

土
（

7
.5

Y
R
 5

/2
）

比
較

的
柔

ら
か

い
。

砂
粒

多
量

。
炭

化
粒

少
量

。
　

．
青

灰
色

粘
質

土
（

5
B
 6

/1
）

粘
質

。
灰

白
色

粒
を

含
む

。
　

．
褐

灰
色

土
（

7
.5

Y
R
 5

/1
）

柔
ら

か
い

。
砂

粒
、

炭
化

粒
中

量
。

　
．

青
灰

色
粘

質
土

（
5
B
 5

/1
）

粘
質

。
砂

粒
中

量
。

　
．

青
灰

色
土

（
5
B
 6

/1
）　

層
に

似
る

が
、

や
や

粘
質

。
　

．
明

青
灰

色
砂

質
土

（
5
B
 7

/1
）

砂
質

。
　

．
明

青
灰

色
砂

質
土

（
5
B
 7

/1
）　

層
に

似
る

が
、

比
較

的
大

き
い

砂
粒

を
含

む
。

　
．

青
灰

色
粘

質
土

（
5
B
 5

/1
）　

層
に

似
る

が
、

粘
性

が
強

い
。

砂
粒

少
量

。
　

．
暗

青
灰

色
シ

ル
ト

（
5
B
 4

/1
）

砂
粒

微
量

。
6
.0

～
7
.0

cm
大

の
礫

混
入

。
　

．
青

灰
色

砂
質

土
（

5
B
 6

/1
）

や
や

粘
質

。
柔

ら
か

い
。

砂
粒

、
炭

化
粒

微
量

。
　

．
青

灰
色

砂
質

土
（

5
B
 6

/1
）　

層
に

似
る

が
、

柔
ら

か
い

。
　

．
暗

青
灰

色
土

（
5
B
 4

/1
）

色
調

は
　

層
に

似
る

が
、

砂
質

で
、

木
片

等
混

入
。

　
．

明
青

灰
色

砂
質

土
（

5
B
 7

/1
）

柔
ら

か
い

。
礫

多
量

混
入

。
　

．
明

黄
褐

色
砂

質
土

（
1
0
Y

R
 7

/6
）

砂
質

。
や

や
し

ま
る

。
　

．
灰

白
色

砂
質

土
（

1
0
Y

R
 7

/1
）

砂
質

。
柔

ら
か

い
。

　
．

褐
灰

色
礫

土
（

1
0
Y

R
 6

/1
）　

礫
多

量
。

　
．

灰
白

色
土

（
N
）　

地
山

【
畔

①
土

層
注

記
】

①
．

灰
黄

褐
色

土
（

1
0
Y

R
 6

/2
）

し
ま

り
あ

り
。

明
黄

褐
色

粒
、

橙
色

粒
、

　
　

灰
白

色
粒

、
炭

化
粒

多
量

。
②

．
褐

灰
色

土
（

1
0
Y

R
 4

/1
）

　
粘

質
。

③
．

に
ぶ

い
黄

橙
色

土
（

1
0
Y

R
 6

/4
）

　
砂

質
④

．
に

ぶ
い

黄
橙

色
土

（
1
0
Y

R
 6

/4
）

　
砂

質
。

し
ま

り
あ

り
。

⑤
．

灰
白

色
土

（
1
0
Y

R
 7

/1
）

　
粘

質
。

⑥
．

明
黄

褐
色

土
（

1
0
Y

R
 6

/6
）

　
砂

質
。

し
ま

り
あ

り
。

⑦
．

灰
黄

褐
色

土
（

1
0
Y

R
 6

/2
）

　
し

ま
り

あ
り

。
⑧

．
灰

黄
褐

色
土

（
1
0
Y

R
 6

/2
）

　
し

ま
り

あ
り

。
明

黄
褐

色
ブ

ロ
ッ

ク
　

　
混

入
。

⑨
．

に
ぶ

い
黄

橙
色

土
（

1
0
Y

R
 6

/3
）

　
柔

ら
か

い
。

⑩
．

灰
黄

褐
色

土
（

1
0
Y

R
 6

/2
）

　
し

ま
り

あ
り

。
⑪

．
灰

黄
褐

色
土

（
1
0
Y

R
 5

/2
）

　
粘

質
。

し
ま

り
あ

り
。

⑫
．

明
黄

褐
色

土
（

1
0
Y

R
 6

/6
）

　
砂

質
。

し
ま

り
あ

り
。

⑬
．

灰
黄

褐
色

土
（

1
0
Y

R
 5

/2
）

　
粘

質
。

し
ま

り
あ

り
。

⑭
．

灰
黄

褐
色

土
（

1
0
Y

R
 5

/2
）

　
粘

質
。

し
ま

り
あ

り
。

⑮
．

褐
灰

色
土

（
1
0
Y

R
 4

/1
）

　
し

ま
り

あ
り

。
⑯

．
褐

灰
色

土
（

1
0
Y

R
 6

/1
）　

柔
ら

か
い

。
灰

白
色

粒
、

炭
化

粒
少

量
。

⑰
．

褐
灰

色
土

（
7
.5

Y
R
 6

/1
）　

⑯
層

に
似

る
が

、
や

や
粘

質
。

明
黄

褐
色

粒
、

　
　

灰
白

色
粒

、
炭

化
粒

を
含

む
。

赤
褐

色
粒

を
含

み
、

や
や

赤
み

を
帯

び
る

。
⑱

．
褐

灰
色

土
（

1
0
Y

R
 6

/1
）　

や
や

粘
質

。
や

や
し

ま
る

。
灰

白
色

粒
多

量
。

　
　

炭
化

粒
を

含
む

。
⑲

．
褐

灰
色

土
（

1
0
Y

R
 6

/1
）　

⑱
層

よ
り

柔
ら

か
く

、
明

黄
褐

色
粒

、
灰

白
色

　
　

粒
多

量
。

炭
化

粒
を

含
む

。
⑳

．
褐

灰
色

土
（

1
0
Y

R
 6

/1
）　

⑲
層

に
似

る
が

、
し

ま
り

が
強

い
。

炭
化

粒
を

　
　

含
む

。

　
．

明
黄

褐
色

砂
質

土
（

7
.5

Y
R
 5

/8
）　

砂
質

。
柔

ら
か

い
。

　
　

比
較

的
大

き
い

明
黄

褐
色

粒
、

灰
白

色
粒

、
黄

褐
色

粒
を

　
　

含
む

。
　

．
褐

色
砂

質
土

（
7
.5

Y
R
 4

/6
）　

砂
質

。
　

層
に

似
る

が
や

　
　

や
暗

め
で

柔
ら

か
い

。
　

．
褐

灰
色

土
（

7
.5

Y
R
 5

/1
）　

や
や

粘
質

。
　

層
土

が
ブ

ロ
　

　
ッ

ク
状

に
混

入
。

　
．

褐
灰

色
土

（
7
.5

Y
R
 5

/1
）　

　
層

に
似

る
が

、
し

ま
り

が
　

　
あ

る
。

　
．

褐
灰

色
土

（
1
0
Y

R
 6

/1
）　

　
層

に
比

べ
柔

ら
か

く
、

砂
　

　
粒

多
量

。
　

．
青

灰
色

土
（

5
B
 6

/1
）　

や
や

粘
質

。
砂

粒
多

量
。

　
　

．
青

灰
色

土
（

5
B
 6

/1
）　

　
層

に
似

る
が

、
粘

質
で

し
ま

　
　

り
が

強
い

。
　

　
．

青
灰

色
粘

質
土

（
5
B
 5

/1
）　

や
や

し
ま

る
。

明
黄

褐
色

粒
、

　
　

灰
白

色
粒

中
量

。
　

．
暗

青
灰

色
粘

質
土

（
5
B
 4

/1
）　

や
や

柔
ら

か
い

。
砂

粒
多

　
　

量
。

　
　

．
青

灰
色

粘
質

土
（

5
B
 6

/1
）　

柔
ら

か
い

。
や

や
黒

味
を

帯
　

　
び

る
。

　
．

に
ぶ

い
黄

橙
色

砂
質

土
（

1
0
Y

R
 6

/3
）　

柔
ら

か
い

。
褐

灰
　

　
色

粒
少

量
。

　
．

暗
青

灰
色

土
（

5
B
 3

/1
）　

柔
ら

か
い

。
砂

粒
多

量
。

木
片

　
　

等
を

混
入

。
　

．
青

黒
色

粘
質

土
（

5
B
 2

/1
）　

柔
ら

か
い

。
　

層
に

似
る

。
　

　
木

片
等

混
入

。
　

．
青

黒
色

粘
質

土
（

5
B
 2

/1
）　

　
層

に
似

る
が

、
粘

土
ブ

　
　

ロ
ッ

ク
混

入
。

　
．

暗
青

灰
色

粘
質

土
（

5
B
 4

/1
）　

　
層

と
同

一
層

。
粘

土
　

　
ブ

ロ
ッ

ク
混

入
。

21 22 23 24 25

25
26 27

27
28 29

25
30

30

31

31
32 33 34 35 36 37 38

21

21
22

22
23

23
24

24
25 26

26
27 28 29 30 31 32

32
33

33
34

34
35

27



する、谷に直交する堰堤である可能性もある。

3　帯状の礫群

　第 29 次調査において、小トレンチ毎に検出されていた礫群について帯状に連なることをある程度予想さ

れていたが、今回の調査で、総延長約 32.5m、幅 3.0 ～ 5.0m の範囲で帯状に延びることが把握された。後

述する水路状遺構にまで及んでおり、当該箇所においてはその西側を地山となる花崗岩バイラン土を垂直に

切り、約 20cm の段差の下部に敷き詰めた様子が看取された。数 cm から最大十数 cm の礫が認められた。

　現在のところ、礫群全体を検出しておらず、人為的な構造物であるかどうかは、判断しかねるが、もし

人為的なものであれば、西岸部においては、比較的大振りの礫が緩斜面上に認められることから護岸的な

要素が強く、水路状遺構の部分については、底部に敷き詰められた状況であり、水勢を弱めるためのもの

であるか、あるいは盛土の基底部である可能性がある。また、第 29 次調査の際、土器片等の混入も認め

られており、当初のものか修繕後のものかも検討する必要がある。

4　その他の遺構

　41 トレンチで検出したその他の構造物として、南西側拡幅部の石列がある。南西から北東方向に約

5.5m の延長を確認した。主に 2 段ないし 3 段の石積みで構成されるが、一部に凝灰岩製の石塔の残欠を

使用しており、中世以降の造作と判断した。その北西側には青灰色粘質土の堆積が認められ、水路等の護

岸の可能性がある。

第5節　出土遺物

　第 30 次調査では、基本層序Ⅷ層以上の層位については、陶磁器片等が細片で出土する状況が認められ、

中・近世以降の堆積であることが把握された。池内部の水成粘土堆積層となるⅨ層以下では、須恵器、土

師器、平瓦の出土が認められたが、池尻部ということもあり、いずれも細片で、流れ込みとして捉えられ

るべきもので、池の造営年代を把握するには至らない状況であった。このほか特筆すべきは、XIII層より銅

造菩薩立像の出土があった。Ⅸ層以下の遺物については、層序、地点を記録しながら取り上げており、Ⅸ

～ XIII層に包含する遺物として区分できる。以下に、遺物の種別毎にその概要を記述する。

1　銅造菩薩立像

　第 30 次調査においては、先述したとおり土層確認のために設定した畔①、②を除いて平面的な掘り下

げを実施し、20 トレンチにより一部削平されていたものの、西岸から池底に向かう傾斜変換点のライン

が南から北西方向に向かって延びる状況が認められた。銅造菩薩立像は、その傾斜変換点より池底に向か

って約 2.0m 下った緩斜面上から出土した。西岸部には 3.0 ～ 4.0m 幅の帯状の礫群があり、礫群は、北

側の約 6.0 ～ 7.0m 幅の水路状遺構の西壁へとつながる。

　銅造菩薩立像の出土した層は、基本層序 XIII層（明青灰色砂質土）の上面近くとなる。流土と考えられ

る層で、池底の水成粘土層下まで堆積が認められる。西岸部では、帯状の石群の上に XIII層が堆積しており、

水成粘土の堆積層は西岸近くまでは堆積していない。上層は後世の堆積層となるⅧ層（褐灰色粘質土）が

覆った形となる。Ⅷ層のうち、特に仏像出土地点はしまりが強い印象を受けた。仏像は、頭を西にする仰

向けの状態で検出された。
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　銅造菩薩立像は、全高 12.7cm（像高 9.7cm）、最大幅 3.0cm と小型で、下部に太めの
ほぞ

　　を造り出すこ

とを特徴とする。土中に含まれる鉄分が付着し黄褐色の皮膜に覆われた状態であったため細部形状までの

把握には至らなかったが、やや丸みを帯びた顔立ち、頭部に戴く三面宝冠、肩まで垂らした垂髪、両肩か

ら足下まで垂下する天衣（右の天衣は一部欠損）などがよく表現されている。へその前で持物を捧げ持ち、

やや腹部を突き出した姿態は、横から見ると、優雅な S 字曲線を描く。

　残念ながら光背・台座は近隣からは検出できなかった。

2　須恵器　〔第 11・12 図〕

　1 から 3 は坏蓋である。1 の外面天井部は回転ヘラケズリで調整した後につまみを貼り付け、その周囲

に回転ナデが施される。内面は回転ナデが施される。ロクロは右回りである。2 の外面天井部は回転ヘラ

ケズリと回転ナデが施される。つまみは剥がれている。また、外面に焼成時の重ね焼きの痕跡が確認でき

る。内面は回転ナデで、中央部には不定方向の仕上げナデも施される。非常に硬質な焼成である。ロクロ

は右回りである。3 は外面、内面とも回転ナデが施される。

　4 から 6 は高台付坏である。4 の外面は回転ヘラ切り後にナデを施している。高台の剥がれた部分では、

4 条の沈線を巡らせた接合痕が確認できる。内面は不定方向のナデが施される。ロクロは右回りである。

5 は内外面とも回転ナデが施される。内面中央部には一方向の仕上げナデも施される。ロクロは右回りで

ある。5mm 程度のやや大型の砂粒を多く含む。6 は坏部で、内外面とも回転ナデが施される。焼成はや

や軟質である。胎土には、少量だがやや大きめの白色砂粒を含んでいる。

　7 は椀である。内外面とも回転ナデが施される。やや小型の椀と思われる。

　8 から 12 は坏身の底部片である。8 は古墳時代的な受部と立ち上がりを持つ坏身である。内面の立ち上

がりと体部の境目には沈線が巡るような状態になっている。内外面とも回転ナデが施され、内面中央部付

近には仕上げナデも施される。ロクロは右回りである。9 の外面底部はヘラ切り後にナデが施されている。

10 の外面には回転ヘラケズリの痕跡がはっきりと残るが、中心部付近は回転ナデが施されている。高坏

の場合、脚部を坏部に接合した際に、その接合部付近に回転ナデを施す。10 の外面に見られる調整はち

ょうどそれに類する。また内面は回転カキ目が施されており、これも高坏に認められる調整である。その

第10図　銅造菩薩立像
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ため、高坏の坏底部である可能性が非常に高い。ロクロは右回りである。11 の外面は回転ナデと回転ヘ

ラケズリが施される。内面は回転ナデが施される。ロクロは右回りである。12 の外面は回転ヘラケズリ

と回転ナデが施される。内面は回転ナデが施される。ロクロは右回りである。

　13 は壷か　のような小型の瓶類の底部である。外面底部には回転ヘラケズリが施される。内面は回転

ナデが施される。胎土は緻密で、焼成も非常によい。ロクロは右回りである。

　14 は高坏の脚底部で、いわゆる赤焼け須恵器である。透かしは施されない。内外面とも回転ナデが施

される。外面には 2 条の螺旋状沈線が巡る。ロクロは右回りである。

　15 は瓶類の肩部である。形状から、おそらく横瓶と思われる。外面は回転ナデ、肩部付近には格子目

タタキの痕跡が残る。内面は回転ナデが施される。胎土は砂粒が少なく、緻密である。

　16 は提瓶の胴部である。外面はカキ目、内面はナデを施す。提瓶は、粘土紐を巻き上げて、最後に粘

土板の蓋をして成形するが、本資料はちょうどその接合部分にあたり、内面でその接合痕が確認できる。

白色の砂粒を多く含む。

　17 から 29 は甕である。17、18 は口縁部である。17 は 2 条の沈線の下に連続斜線文が施される。内面

は回転ナデが施される。18 の外面はカキ目を施した後、連続斜線文を施し、その上下にそれぞれ 2 条の

沈線を巡らせている。内面は回転ナデが施される。17 と 18 は焼成、色調、胎土とも非常に類似するが、

カキ目の有無から別個体であると判断できる。

　19 から 28 は甕の胴部片である。19 の外面は平行タタキの後にカキ目が施される。内面には同心円文

当て具痕が残る。20 の外面は平行タタキ、内面には同心円文当て具の痕が残る。21 の外面は格子目タタ

キ、内面には同心円文当て具痕が残る。白色砂粒をやや多く含む。22 の外面は平行タタキ後にカキ目が

施される。内面には平行当て具痕が残る。胎土は緻密で、焼成は非常によい。23 の外面は格子目タタキ、

内面には同心円文当て具痕が残る。白色の砂粒がやや多めに含まれる。24 の外面は平行タタキである。

非常に細かいタタキ目で、長さも短い。内面は縦方向にケズリが施される。25 の外面は平行タタキ、内

面には同心円文当て具痕が残る。焼成は非常に硬質である。26 の外面は平行タタキ、内面には同心円文

当て具痕が残る。平行タタキは単位の幅が非常に小さい。胎土は緻密で、焼成は硬質である。27 の外面

は平行タタキ、内面には同心円文当て具痕が残る。胎土は緻密である。28 の外面は格子目タタキの痕跡

が残る。内面は同心円文当て具痕の上にナデ調整が施される。胎土は緻密である。内面 29 は平底の底部

第11図　須恵器実測図①
0 10cm

1．表土一括� 4．5　41トレンチ西壁掘削一括
7．12．15　Ⅸ層出土� 3．6．13Ⅹ層出土
2．9～11　ⅩⅠ層出土� 8．14．16ⅩⅢ層出土

30



17

18

19

20

21
22

23
24

25
26

27

28

29

第12図　須恵器実測図②

21．　Ⅷ層出土� 17．25．27．28　Ⅸ層出土

18．23．24　Ⅹ層出土� 26　ⅩⅠ層出土

19．20　ⅩⅡ層出土� 22　ⅩⅢ層出土

29　水路状遺構

0 10cm
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である。外面は格子目タタキの痕が残る。底部近くはヘラによるナデ調整が施される。内面はナデ調整及

びカキ目が施される。小粒の砂粒がやや多く含まれる。

3　土師器　〔第 13 図〕

　1、2 は高台付坏である。1 は内外面ともナデが施される。全体的に摩耗しており、それ以上の調整技法

の把握は難しい。高台は坏部成形後に貼り付けられている。2 は内外面ともナデが施される。高台は剥が

れている。胎土は砂粒をやや多く含む。

　3 から 5 は皿である。3 は内外面ともナデが施される。4 の外面は回転ヘラ切り後にナデを施している。

内面はナデが施される。外面の一部には赤彩が確認できる。また内面は黒色処理が施されている。摩耗が

激しい。5 は灯明皿である。内外面ともナデが施される。赤色の砂粒を多く含む。

　6 は甕の口縁部である。内外面ともナデを施す。赤色、黒色、白色の砂粒を多く含む。

4　平瓦　〔第 14・15 図〕

　1 は比較的薄手の側端部片である。凹面に布目圧痕、模骨痕が確認でき、凸面は、横方向のヘラナデ調

整を施す。側端部には、切断痕と分割後のヘラナデが観察でき、未調整面も残る。

　2 も側端部片である。凹面は布目圧痕が僅かに認められるものの、ナデ調整を施す。凸面は、ナデ調整

を施す。側端部は丁寧なヘラナデ調整を施す。

　3 は広端部片である。凹面に布目圧痕と 3.8m 幅の模骨痕が観察でき、広端部側は、粘土を折り返し、

ナデ調整を施す。また、広端部近くに紐の圧痕が認められる。

　4 は狭端～側端部片である。凹面に布目圧痕、約 4.1cm 幅の模骨痕が観察でき、軽いナデ調整を施す。

凸面は正方形の格子目タタキが観察できるが、狭端部側をナデ消している。さらに、狭端部近くにヘラナ

デ調整を施す。側端部にはヘラナデ調整が認められる。

　5 は比較的大きな側端部片である。凹面は布目圧痕と 4.0 ～ 4.2cm 幅の模骨痕が観察でき、軽いナデ調

整を施す。凸面は斜方向のヘラナデ調整を施す。側端部に切断痕とヘラナデ調整が認められる。

　6 は狭端～側端部片である。凹面に、布目圧痕、模骨痕を観察でき、広端部近くはヘラナデ調整を施す。

また、一部指頭痕が認められる。側端部に切断痕と折り取り後の未調整面が残る。

　7 は広端部片である。凹面は大部分欠損しているが、布目圧痕が観察でき、側端部側に明瞭な段を残す。

凸面は斜方向のヘラナデ調整を施す。

　8 は広端～側端部片である。凹面は摩耗がひどく判然としないが、布目圧痕と約 4.2cm 幅の模骨痕が観

察でき、軽いナデ調整を施す。凸面は縦方向のヘラナデ調整を施す。側端部は切断後丁寧なヘラナデ調整

を施す。

第13図　土師器実測図

0 10cm

1～3．5　Ⅷ層出土

4　Ⅹ層出土

6　Ⅸ層出土
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第14図　平瓦実測図①

0 10cm

1．  　Ⅷ層出土

2．  　Ⅸ層出土

3．4　Ⅹ層出土
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未調整
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第15図　平瓦実測図②

0 10cm

5～8  　Ⅷ層出土

切断痕

ヘラ調整

未調整
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第 11・12 図表　遺物観察表
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第 13 図

第 14・15 図
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第Ⅲ章　調査のまとめ

　第 30 次調査においては、貯水池跡池尻部及び池ノ尾門跡の計 2 箇所に調査区を設定して調査を実施し

た。いずれも継続調査であったが、第Ⅰ章でも述べたとおり、貯水池跡池尻部において銅造菩薩立像の出

土により当該調査に多大な時間を要したため、池ノ尾門跡の調査は何ら成果が得られないまま調査を終え

ている。

　貯水池跡池尻部の調査の結果、池の範囲が明確になったことは池跡の構造解明を大きく前進させた。堰

き止めるための堤など、未だ解明されていない部分も残されているが、これまでの調査で、池尻部の構造

解明の一部が把握できたものと理解している。

　現在も、池尻部については第 31 次調査で、帯状の礫群及び水路状遺構等については詳細な調査を継続

しており、その解釈については、その調査の完了を待って最終的に報告することとして、ここでは、池の

範囲や堆積環境、さらには銅造菩薩立像について、その概要を中間報告という形でまとめたい。

池の範囲について

　貯水池跡の範囲については、発見当初、水成粘土堆積層の範囲確認調査で把握された 5,300 ㎡の拡がり

を概ねの範囲としてきた。その長者原地区が所在する台地状の丘陵地の北縁に谷頭を持ち、北方向へと下

る谷部の中央付近に位置し、南東側に池の頭部を持ち、里道が通る中程で北に向きを変える総延長約

220m の南北に長い形状となる。中程の里道を挟んだ池跡の南側では、28 トレンチ E・F 地区において水

成粘土堆積層の端部と平行する柵状の柱穴列が検出され、それを池に付随する施設と捉えたことから、水

成粘土堆積層の拡がりが、概ね池の範囲としてよいとの認識を得た。これに対して、北側については、西

縁部が凹凸する拡がりが把握されたものの、東縁部については端部を把握したのは僅かに 14 トレンチのみ

で、池尻部についてもさらに北への延長が把握できない状況であった。こうした状況のなか、この池尻部

の構造解明を目的とした今回の調査で、水成粘土堆積層の北端部を確認できたことは大きな成果といえる。

　池尻部の水成粘土堆積層は、最北端に位置する 20 トレンチから、さらに北に延びるラインが推定され

てきたが、その水成粘土堆積層の境界ラインの北端からさらに約 10m 北東まで水成粘土層の拡がりが認

められ、その先に連続して水路状遺構が延びる状況が把握された。結果的に、その境付近は後世の攪乱で

堰堤などの構造は把握できていないが、池内となる南方向に向かって緩やかに下降する傾斜が認められる

ことから、池の範囲が当該付近で終息することはほぼ間違いないといえる。堰堤等の有無については明ら

かにできない状況であるが、第 22 次調査における堤防状遺構の検出を受けて、池の中途に小規模な堰堤

を間仕切り的に設けて、徐々に水量を調整するといった貯水構造を想定しており、その場合、池尻部にお

いて堰堤等を設けず、池内を掘り窪めてオーバーフローしてくる水を流すだけで事が足りていたのではな

いかとの指摘もある。貯水方法については、これらを踏まえて今後検討を加えていく必要がある。

池尻部の堆積環境について

　今回の池尻部の調査では、畔①、畔②、41 トレンチ南壁の一部から土壌試料を採取して、珪藻分析を

実施し、池の堆積環境の分析を試みている。詳細については〈付論〉に記載するが、41 トレンチのⅨ層

以下の堆積環境の分析結果をまとめると以下のとおりとなる。

　XIII 層は沼沢地のような水深の浅い止水域で水成堆積したと考えられ、畔①の XII 層下部も同様の環境
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で水成堆積したことが考えられるが、流水の影響もあることが指摘されている。また、畔①の XII 層上部

と 41 トレンチ南壁の XII 層には陸生珪藻が多産していることから、一時的に池の水が干上がり好気的環境

になったか、陸生珪藻を多く含む土壌が何らかの理由で池内に流入したことが示唆されている。Ⅹ層及び

XI 層が堆積する頃には、池の水質が富栄養化した可能性があるとしている。

　こうした堆積環境から、池の存続等の問題について若干考察を試みたい。まず、言えることは、Ⅸ～Ⅹ

層が堆積する段階では、既に池は廃絶されていたものと考えられる。なぜなら、池の機能を維持するため

には、常時、貯水量を調整していたものと考えられ、維持、管理にあたっては、底土等の除去作業を行っ

ていたと思われるからである。このことから XI 層より下層が池の機能していた段階での堆積と考えられが、

畔①の XII 層から検出したヤブツバキの種実遺体及びエノキ属の木材の放射性炭素年代測定の結果、前者

が約 810 年前、後者が約 840 年前との結果が得られている。暦年代にすると、11 世紀後半となり、XII 層

の堆積年代となる。この段階では流水等も認められ、水が貯えられたり、放水されたりとされていたよう

である。これからすると、最下位の XIII層のみがそれ以前の堆積となり、11 世紀の後半まで機能していた

ということになる。XIII層は水深の浅い止水域で水成堆積したとの見解から、池尻部に至る段階で、池は水

深の浅いものへとなっていた可能性があり、特に堰き止めるための堤を必要とせず、オーバーフローして

下に流す程度の貯水構造であった可能性が窺える。

　以上、分析結果から池尻部の堆積環境について考察を加えたが、現在考えられている鞠智城の存続年代

を超える年代まで池が存続するというのは、あまりに飛躍しすぎており、今後、他の地点においてこれま

で実施してきた堆積環境に関する分析を踏まえて、今後、検討を加えていく必要がある。

銅造菩薩立像について

　古代山城では初めての発見となる銅造菩薩立像については、出土遺物でありながら比較的遺存状態が良

く、当時の面影を遺す仏像といえる。しかしながら、前章で述べたとおり黄褐色の皮膜で細部が覆われた

状態で検出され、表面近くの内部が空洞化している可能性が指摘されており、保存処理に伴うクリーニン

グにおいても、付着した砂粒を除去する程度で露出困難な状態にある。このため、細部形状が把握できな

い状況にあるが、クリーニング後の仏像を大西修也氏（九州大学名誉教授）に鑑定していただき、形態的

特徴から製作年代等に言及するまでの成果を挙げている。氏は、「朝鮮三国期の百済仏および飛鳥・白鳳

仏に作例の多い宝珠捧持形菩薩との密接な関係」を指摘し、さらに捧げ持つ持物が宝珠様ではなく、円筒

形の舎利容器を思わせるものであることから、「中国南朝系の舎利供養菩薩が確認されている百済仏の作

例とみるべき」ことを言及している（熊本県教育委員会 2009）。鞠智城は文献上、築城に関する記述は無

いものの、修復時期が同一の大野城、基肄城と同時期に築城され、二城と同様、百済からの亡命高官の指

導のもと築城されたとする見解を提示しており、築城に関連する百済系遺物として、今後、「百済将来説」

も含めて総合的に検討を加えていく必要がある。

　また、池尻部からの出土の問題については、出土状況から原位置を保っていないことは明らかであるが、

仏像の性格上、廃棄されたものとは考えにくく、仏堂に安置されていたものか、地鎮などの祭祀に使用さ

れた可能性が指摘できる。その理由として、池尻部から約 200m 程下った「飛渡」付近を鞠智城の北外郭

線が通り、その谷筋には地形的な理由から、「北の門礎及び水門推定地」が想定されている。貯水池から

の水量によっては決壊する可能性も孕んでおり、排水量を調整する最終ラインとなる池尻部は特に重要な

場所であったと考えられるからである。また、現在のところ、貯水池は城内唯一の水甕となり、城のライ

フラインの維持としても重要な場所と位置づけられる。池尻部から約 120m 南の 40 トレンチ A 地区の調

査では、花粉分析の結果、水成粘土堆積層からハス属が検出されている。食用として池内に植栽されてい
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た可能性も指摘されているが、仏教に縁の深い植物である点では興味深い。また、当該調査では、池の岸

部から赤色顔料を塗る土師皿も 2 個体分検出されており、池尻部から南側一帯が祭祀場に関連する場所で

あったなど、諸説考えられる。

　そうしたことを踏まえて、周辺一帯を広域的に調査することが今後の課題といえる。
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《付論》

鞠智城跡貯水池跡 41 トレンチの自然科学分析調査

パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

　熊本県山鹿市菊鹿町鞠智城跡は 7 世紀後半に大和朝廷が築いた山城とされており、これまでの発掘調査

により、八角形建物跡をはじめとする建物跡や貯水池跡、土塁跡などの遺構が検出されている。

　今回の分析調査では、平成 20 年度貯水池跡調査区を対象に、堆積層の年代観、古環境に関する情報を

得ることを目的として、放射性炭素年代測定、珪藻分析、花粉分析、植物珪酸体分析、微細物分析を実施

する。

1. 試料

　分析試料は、貯水池跡 41 トレンチの南側に位置する畦①、畦②、トレンチ南壁の 3 地点より採取した。

今回調査対象とした層位は IX 層～ XIII層であり、いずれも池内堆積物とされている。分析試料は、畦①よ

り 5 点（試料番号 1-5）、畦②より 5 点（試料番号 6-10）、トレンチ南壁より 2 点（試料番号 11,12）の計

12 点の土壌試料を採取し、畦①の XII 層（試料番号 5 採取層位）より種実遺体及び木材を採取した。これ

らの試料から、遺構機能時の層位に相当する試料を中心に選択し、放射性炭素年代測定 2 点、珪藻分析 9

点、花粉分析 7 点、植物珪酸体分析 6 点、微細物分析 1 点を実施する。分析試料及び分析項目一覧を表 1

に示す。

2. 分析方法

（1）放射性炭素年代測定

　土壌や根など目的物と異なる年代を持つものが付着している場合、これらをピンセット、超音波洗浄な

どにより物理的に除去する。その後 HCl により炭酸塩等酸可溶成分を除去、NaOH により腐植酸等アル

カリ可溶成分を除去、HCl によりアルカリ処理時に生成した炭酸塩等酸可溶成分を除去を行う（酸・アル

カリ・酸処理）。

　試料をバイコール管に入れ、1g の酸化銅（Ⅱ）と銀箔（硫化物を除去するため）を加えて、管内を真

空にして封じきり、

5 0 0 ℃ （ 3 0 分 ）

850℃（2 時間）で

加熱する。液体窒

素と液体窒素＋エ

タノールの温度差

を利用し、真空ラ

インにて CO2 を精

製する。真空ライ

ンにてバイコール

管に精製した CO2

と鉄・水素を投入

し封じ切る。鉄の

表１．分析資料及び分析項目一覧
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あるバイコール管底部のみを 650℃で 10 時間以上加熱し、グラファイトを生成する。

　化学処理後のグラファイト・鉄粉混合試料を内径 1mm の孔にプレスして、タンデム加速器のイオン源

に装着し、測定する。測定機器は、3MV 小型タンデム加速器をベースとした 14C-AMS 専用装置（NEC

　Pelletron　9SDH-2）を使用する。AMS 測定時に、標準試料である米国国立標準局（NIST）から提

供されるシュウ酸（HOX- Ⅱ）とバックグラウンド試料の測定も行う。また、測定中同時に 13C/12C の

測定も行うため、この値を用いてδ 13C を算出する。

　放射性炭素の半減期は LIBBY の半減期 5,568 年を使用する。また、測定年代は 1950 年を基点とした

年代（BP）であり、誤差は標準偏差（One Sigma;68％）に相当する年代である。なお、暦年較正は、

RADIOCARBON CALIBRATION PROGRAM CALIB REV5.02（Copyright 1986-2005 M 

Stuiver and PJ Reimer）を用い、誤差として標準偏差（One Sigma）を用いる。

（2）珪藻分析

　試料を湿重で 7g 前後秤量し、過酸化水素水、塩酸処理、自然沈降法（4 時間放置）の順に物理・化学

処理を施して、珪藻化石を濃集する。検鏡に適する濃度まで希釈した後、カバーガラス上に滴下し乾燥さ

せる。乾燥後、プリュウラックスで封入して、永久プレパラートを作製する。検鏡は、光学顕微鏡で油浸

600 倍あるいは 1000 倍で行い、メカニカルステージでカバーガラスの任意の測線に沿って走査し、珪藻

殻が半分以上残存するものを対象に 200 個体以上同定・計数する（化石の少ない試料はこの限りではない）。

種の同定は、原口ほか（1998）、Krammer（1992）、Krammer ＆ Lange-Bertalot（1986,1988,1991a,1991b）、

渡辺ほか（2005）、小林ほか（2006）などを参照し、分類基準は、Round et al.（1990）に従う。な

お、壊れた珪藻殻の計数基準は、柳沢（2000）に従う。

　同定結果は、中心類（Centric diatoms;広義のコアミケイソウ綱Coscinodiscophyceae）と羽状類（Pennate 

diatoms）に分け、羽状類は無縦溝羽状珪藻類（Araphid pennate diatoms: 広義のオビケイソウ綱

Fragilariophyceae）と有縦溝羽状珪藻類（Raphid pennate diatoms;広義のクサリケイソウ綱Bacillariophyceae）

に分ける。また、有縦溝類は、単縦溝類、双縦溝類、管縦溝類、翼管縦溝類、短縦溝類に細分する。

　各種類の生態性については、Vos ＆ de Wolf（1993）を参考とするほか、塩分濃度に対する区分は

Lowe（1974）に従い、真塩性種（海水生種）、中塩性種（汽水生種）、貧塩性種（淡水生種）に類別する。

また、貧塩性種についてはさらに細かく生態区分し、塩分・水素イオン濃度（pH）・流水に対する適応能

についても示す。そして、産出個体数 100 個体以上の試料については、産出率 2.0％以上の主要な種類に

ついて、主要珪藻化石群集の層位分布図を作成する。また、産出化石が現地性か異地性かを判断する目安

として、完形殻の出現率を求める。堆積環境の解析にあたり淡水生種（貧塩性種）については安藤（1990）、

陸生珪藻については伊藤・堀内（1991）、汚濁耐性については渡辺ほか（2005）の環境指標種を参考と

する。

（3）花粉分析

　試料約 10g について、水酸化カリウムによる泥化、篩別、重液（臭化亜鉛，比重 2.3）による有機物の

分離、フッ化水素酸による鉱物質の除去、アセトリシス（無水酢酸 9：濃硫酸 1 の混合液）処理による植

物遺体中のセルロースの分解を行い、物理・化学的処理を施して花粉を濃集する。残渣をグリセリンで封

入してプレパラートを作成し、400 倍の光学顕微鏡下でプレパラート全面を走査し、出現する全ての種類

について同定・計数する。

　結果は同定・計数結果の一覧表、および主要花粉化石群集の層位分布図として表示する。図中の木本花

粉は木本花粉総数を、草本花粉・シダ類胞子は総数から不明花粉を除いた数をそれぞれ基数として、百分

率で出現率を算出し図示する。
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（4）植物珪酸体分析

　湿重 5g 前後の試料について過酸化水素水・塩酸処理、沈定法、重液分離法（ポリタングステン酸ナト

リウム，比重 2.5）の順に物理・化学処理を行い、植物珪酸体を分離・濃集する。検鏡しやすい濃度に希

釈し、カバーガラス上に滴下・乾燥させる。乾燥後、プリュウラックスで封入してプレパラートを作製す

る。

　400 倍の光学顕微鏡下で全面を走査し、その間に出現するイネ科葉部（葉身と葉鞘）の葉部短細胞に由

来した植物珪酸体（以下、短細胞珪酸体と呼ぶ）および葉身機動細胞に由来した植物珪酸体（以下、機動

細胞珪酸体と呼ぶ）、およびこれらを含む珪化組織片を近藤（2004）の分類に基づいて同定し、計数する。

　結果は、検出された分類群とその個数の一覧表で示す。

（5）微細物分析

　土壌試料は、200cc を水に浸し、粒径 0.5mm の篩を通して水洗する。篩内の試料を粒径別にシャーレ

に集めて双眼実体顕微鏡下で観察し、ピンセットを用いて同定可能な種実を抽出する。抽出した種実を双

眼実体顕微鏡下で観察する。現生標本および石川（1994）、中山ほか（2000）等との対照から、種類と

部位を同定し、個数を数えて表示する。実体顕微鏡下による区別が困難な複数の分類群は、ハイフォンで

結んで表示する。木材・炭化材・木の芽・植物のトゲ・蘚苔類・昆虫は、抽出・プラス表示にとどめる。

分析後は、種実等を分類群毎に容器に入れ、70％程度のエタノール溶液による液浸処理を施し保管する。

3. 結果

（1）放射性炭素年代測定

　同位体効果による補正を行った測定結果を表 2 に、暦年較正結果を表 3 に示す。試料の測定年代（補正

年代）は、XII 層より採取された種実遺体が 810 ± 30BP、木材が 840 ± 30BP の値を示す。なお、分析

残試料を同定した結果、種実遺体はヤブツバキ、木材はエノキ属に同定された。

　暦年較正とは、大気中の 14C 濃度が一定で半減期が 5,568 年として算出された年代値に対し、過去の

宇宙線強度や地球磁場の変動による大気中の 14C 濃度の変動、及び半減期の違い（14C の半減期 5,730

± 40 年）を較正することである。暦年較正は、CALIB 5.02 のマニュアルにしたがい、1 年単位まで表

された同位体効果の補正を行った年代値を用いて行う。暦年較正は北半球の大気中炭素に由来する較正曲

表２．放射性炭素年代測定結果

表3．暦年較正結果
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線を用い、測定誤差σ、2 σ双方の値を計算する。σは統計的に真の値が 68％の確率で存在する範囲、2

σは真の値が 95％の確率で存在する範囲である。また、表中の相対比とは、σ、2 σの範囲をそれぞれ 1

とした場合、その範囲内で真の値が存在する確率を相対的に示したものである。較正された暦年代は、将

来的に暦年較正曲線等の改正があった場合の再計算、再検討に対応するため、1 年単位で表された値を記す。

　測定誤差をσとして計算させた結果、種実遺体はcalAD 1,217-1,259、木材はcalAD 1,165-1,223である。

（2）珪藻分析

　結果を表 4、図 1 に示す。珪藻化石の産出頻度は、トレンチ南壁試料番号 11 が少なかった他は、堆積

環境を検討する上で有意な量の珪藻化石が産出する。完形殻の出現率は約 40％で、化石の保存状態は悪い。

産出分類群数は、合計で 34 属 130 分類群である。以下、地点ごとに結果を述べる。

・畦①

　試料番号 5 は、淡水域に生育する水生珪藻が、全体の約 85％を占め優占する。これに付随して、陸上

のコケや土壌表面など多少の湿り気を保持した好気的環境に耐性のある陸生珪藻が、約 15％産出する。

淡水性種の生態性（塩分濃度、水素イオン濃度、流水に対する適応性）の特徴は、貧塩不定性種、好＋真

アルカリ性種～好＋真酸性種、流水不定性種が優占あるいは多産する。特に多産する種類はなく、流水性

で中～下流性河川指標種の Planothidium lanceolatum、流水不定性で沼沢湿地付着生種の Pinnularia 

nodosa、Cymbopleura naviculiformis、流水不定性で付着性の Gomphonema angustatum、

Gomphonema parvulum、Pinnularia microstauron 等が産出する。

　試料番号 4 は、陸生珪藻が増加し、水生珪藻と陸生珪藻とがほぼ同率産出する。淡水生種の生態性の特

徴は、貧塩不定性種、pH 不定生種、流水不定性種が優占する。主要種は、陸生珪藻の中でも耐乾性の高

い陸生珪藻 A 群の Hantzschia amphioxys が約 20％、Pinnularia borealis が約 15％産出し、同じく

陸生珪藻 A 群の Luticola mutica を伴う。水生珪藻は特に多産するものがなく、流水性で中～下流性河

川指標種の Planothidium lanceolatum、流水不定性で沼沢湿地付着生種の Pinnularia gibba、流水不

定性で付着性の Ulnaria ulna、Cymbella tumida、Encyonema silesiacum、Gomphonema parvulum、

好止水性の Navicula seposita var. lanceolata 等が産出する。

　試料番号 3 は試料番号 4 と同様、水生珪藻と陸生珪藻がほぼ同率で産出するが、群集組成は異なる。淡

水生種の生態性の特徴は、貧塩不定性種、好＋真アルカリ性種、流水不定性種が優占する。主要種は、陸

生珪藻 A 群の Luticola mutica が約 15％産出し、同じく陸生珪藻 A 群の Hantzschia amphioxys、水域

にも陸域にも生育する陸生珪藻 B 群の Pinnularia subcapitata を伴う。水生珪藻は、流水不定性で付着性

の Ulnaria ulna が約 10％産出し、同じ生態性の Amphora copulata、Cymbella tumida 等が産出する。

　試料番号 2、1 は、群集組成が近似している。水生珪藻が約 70％と優占し、淡水～汽水生種が約 20％、

陸生珪藻が約 10％産出する。淡水生種の生態性の特徴は、貧塩不定性種、好＋真アルカリ性種、流水不

定性種が優占する。主要種は、塩分や塩類を多く含む淡水～汽水生種の Rhopalodia gibberula が約 20

％産出し、流水不定性で付着性の Encyonema silesiacum、Gomphonema parvulum、流水不定性で

沼沢湿地付着生種の Pinnularia gibba、好止水性で沼沢湿地付着生種の Gomphonema gracile、

Stauroneis phoenicenteron、好止水性で付着性の Neidium ampliatum 等を伴う。

・畦②

　試料番号 10 は、水生珪藻が約 70％、陸生珪藻が約 30％産出する。淡水生種の生態性の特徴は、貧塩

不定性種、pH 不定性種と好＋真アルカリ性種、流水不定性種が優占、あるいは多産する。特に多産する

種類がなく、流水不定性で付着性の Ulnaria ulna、Cymbella tumida、Gomphonema angustatum、

Gomphonema parvulum、好流水性で付着性の Gyrosigma scalproides 等が産出する。陸生珪藻とし
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図1．主要珪藻化石群集の層位分布
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表4．珪藻分析結果（1）
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表4．珪藻分析結果（2）
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ては、未区分陸生珪藻の Diploneis yatukaensis、陸生珪藻 A 群の Luticola mutica 等が産出する。

　試料番号 9 は、水生珪藻が約 75％、陸生珪藻が約 20％産出する。淡水生種の生態性の特徴は、試料番

号 10 に近似し、貧塩不定性種、pH 不定性種と好＋真アルカリ性種、流水不定性種が優占、あるいは多産

する。特に多産する種類はなく、流水不定性で付着性の Ulnaria ulna、沼沢湿地付着生種の Pinnularia 

gibba、Pinnularia rupestris、好止水性で沼沢湿地付着生種の Gomphonema acuminatum、

Gomphonema gracile 等が産出する。陸生珪藻では、A 群の Luticola mutica 等が産出する。

・トレンチ南壁

　化石が産出した試料番号 12 は、陸生珪藻が約 60％産出し、水生珪藻を上回る。主要種は、陸生珪藻 A

群の Hantzschia amphioxys が約 20％産出し、陸生珪藻 B 群の Pinnularia subcapitata、陸生珪藻 A

群の Luticola mutica、Pinnularia borealis、Neidium alpinum 等を伴う。水生珪藻は、流水不定性で

付着性の Surirella linearis が低率ながら産出される程度で少ない。

なお、化石の少なかった試料番号 11 は、試料番号 12 で産出したような陸生珪藻が散見される。

（3）花粉分析

　結果を表 5、図 2 に示す。図表中で複数の種類をハイフォンで結んだものは、種類間の区別が困難なも

のを示す。試料により産出状況に差が認められるものの、全体的には花粉化石が豊富に産出する。以下、

地点ごとに結果を述べる。

・畦①

　試料番号 5 の木本花粉ではコナラ属アカガシ亜属が最も多く産出し、マツ属、エノキ属 - ムクノキ属、

ウコギ科、エゴノキ属等が多く認められる。その他では、モミ属、ツガ属、コナラ属コナラ亜属、シイ属

等を伴う。草本花粉ではイネ科が多産し、サナエタデ節 - ウナギツカミ節、ヨモギ属、タンポポ亜科等を

伴う。また、ガマ属、サジオモダカ属、ミズアオイ属、ツリフネソウ属等の水湿地生植物も認められる。

試料番号 4 は花粉化石の産出状況が悪く、かろうじて定量解析が行える程度の産出が認められた。検出さ

れる花粉化石の保存状態は、試料番号 5 に比べて悪い。木本花粉ではモミ属、ツガ属、マツ属が多く産出

し、アカガシ亜属、エノキ属 - ムクノキ属、エゴノキ属等を伴う。草本花粉ではイネ科が多産し、ヨモギ

属、キク亜科等を伴う。

　試料番号 1 は花粉化石の産出状況・保存状態とも比較的良好であり、木本花粉ではマツ属が優占する。

その他では、モミ属、ツガ属、ニレ属 - ケヤキ属等を伴う。草本花粉ではイネ科が多産し、カヤツリグサ

科、ヨモギ属等を伴う。なおいずれの試料からも、栽培種であるソバ属が検出される。

・畦②

　分析を行った試料番号 10、9 とも保存状態はやや悪く、群集組成は類似する。木本花粉ではモミ属、ツ

ガ属、マツ属、アカガシ亜属が多く産出し、コナラ亜属、シイ属、エノキ属 - ムクノキ属等を伴う。草本

花粉はイネ科が多産し、カヤツリグサ科、サナエタデ節 - ウナギツカミ節、ヨモギ属、キク亜科等を伴う。

また、いずれの試料からも、栽培種であるソバ属が認められる。

・トレンチ南壁

分析を行った試料番号 12、11 のいずれでも、畦①・②地点の試料に比べ花粉化石の保存状態が悪く、シ

ダ類胞子が多産する傾向が認められる。群集組成は両試料とも類似しており、モミ属、ツガ属、マツ属が

多く産出し、スギ属、コナラ亜属、アカガシ亜属、シイ属等を伴う。草本花粉ではイネ科が多く産出し、

カヤツリグサ科、サナエタデ節 - ウナギツカミ節、ヨモギ属、キク亜科、タンポポ亜科等が産出する。ま

た、ミズアオイ属、ツリフネソウ属等の水湿地生植物や栽培種であるソバ属も検出される。
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図2．主要花粉化石群集の層位分布
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表5．花粉分析結果
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（4）植物珪酸体分析

　結果を表 6 に示す。各試料か

らは植物珪酸体が検出されるも

のの、保存状態が悪く、表面に

多数の小孔（溶食痕）が認められ、

概して検出個数が少ない。以下、

地点ごとに結果を述べる。

・畦①

　試料番号 5、4 では、ネザサ節

を含むタケ亜科の産出が目立つ。

試料番号 5 では栽培植物である

イネ属が検出されるが、試料番

号 4 では見られない。一方試料

番号 4 では、ヨシ属やススキ属

が認められる。また試料番号 5

では、樹木起源珪酸体の第Ⅳグ

ループ（近藤・ピアスン ,1981）

が検出される。

・畦②

　試料番号 10、9 では、タケ亜科の産出が目立つ。試料番号 10 は、調査対象とした試料中で最も検出個

体数が少ない。試料番号 9 では、イネ属やヨシ属も見られる。この他、各試料から樹木起源珪酸体の第Ⅳ

グループが見られる。

・トレンチ南壁

　試料番号 12、11 では、ネザサ節を含むタケ亜科の産出が目立つ。試料番号 12 に比べて、試料番号 11

で検出される分類群や個体数が多く、ヨシ属やススキ属も見られる。また、樹木起源珪酸体の第Ⅳグルー

プも含まれる。

（5）微細物分析

　結果を表 7 に示す。畦①の XII 層出土種実（試料番号 S）は、広葉樹のヤブツバキの果実に同定された。

土壌試料（試料番号 5）は、被子植物 64 分類群（広葉樹のムクノキ、エノキ？、ヒメコウゾ - ツルコウゾ、

オオイタビ節、ニッケイ属？、マタタビ近似種、マタタビ属、ヒサカキ属、キイチゴ属、アカメガシワ、

ナナミノキ、ブドウ属、ノブドウ、ブドウ科、タラノキ、チシャノキ、ムラサキシキブ属、ニワトコ、草

本のヘラオモダカ、オモダカ科、ヒルムシロ属、サガミトリゲモ近似種、ホッスモ近似種、ミズアオイ属、

イボクサ、イネ、アワ近似種、エノコログサ属、イネ科、ホタルイ属、カヤツリグサ科、ミズ属、ミゾソ

バ、ボントクタデ近似種、タデ属、ナデシコ科、アカザ科、ヒユ科、タガラシ、ツヅラフジ、キケマン属、

アブラナ科、ネコノメソウ節、ネコノメソウ属、キジムシロ属 - ヘビイチゴ属 - オランダイチゴ属（以下

キジムシロ類）、クサネム近似種、カタバミ属、エノキグサ、ヒメミカンソウ、スミレ属、カラスウリ、

スズメウリ、ミズユキノシタ近似種、チドメグサ属、セリ科、サクラソウ科、キランソウ属、イヌコウジ

ュ属、シソ属、シロネ属、ハダカホオズキ、ナス科、タカサブロウ、コオニタビラコ）837 個の種実、不

明種実 4 個が検出されたほか、木材、炭化材、木の芽、植物のトゲ、蘚苔類、昆虫などが確認された。以

下に、主な種実遺体の形態的特徴を記す。なお、後掲の写真図版は、以下の主要種に従い作成した。

表6．植物珪酸体分析結果

50



表7．種実分析結果
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・ムクノキ（Aphananthe aspera （Thunb.） Planchon）　ニレ科ムクノキ属

　核（内果皮）が検出された。灰黄褐色、炭化個体は黒色。径 7.0-8.0mm、厚さ 5.0mm 程度の広倒卵体

で一側面は狭倒卵形で他方は稜をなし薄い。基部に淡褐色、長さ 1.5mm、幅 1.0mm 程度の楕円状突起が

ある。内果皮は厚く柔らかく脆い。表面には粒状網目模様があり、断面は柵状。

・ヒメコウゾ - ツルコウゾ（Broussonetia kazinoki Sieb.-Broussonetia kaempferi Sieb.）　クワ科カジ

ノキ属

　核が検出された。灰褐色、長さ 1.5mm、幅 1.2mm、厚さ 1.0mm 程度のやや偏平な直方体状広倒卵体。

一側面は狭倒卵形で、他方は稜になり薄い。基部一端に突起がある。表面には疣状の微細な隆起が散在する。

・オオイタビ節（Ficus Subgen. Ficus Sect. Rhizocladus）　クワ科イチジク属イチジク亜属

　果実が検出された。淡灰褐色、長さ 1.5mm、径 0.7mm 程度の非対称卵体。両端はやや尖る。背面は丸

みがあり、腹面は直線状で正中線上の中央部に臍がある。果皮表面はやや平滑で、細い線が平行に縦列する。

・ニッケイ属（Cinnamomum）？　クスノキ科

　種子の破片が検出された。黒褐色、完形ならば長さ 1cm 程度の両端がやや尖る広楕円体。破片は上半部

で、長さ 5.0mm、径 7.0mm 程度。種皮は薄く硬く、表面は粗面で、数本の縦隆条がある。種皮断面は柵状。

　本地域の分布と種子の形状を考慮すると、球体のクスノキ（C. camphora （L.） Presl）とは区別さ

れ、ヤブニッケイ（C. japonicum Sieb. ex Nakai）に由来する可能性がある。

・マタタビ近似種（Actinidia cf. polygama （Sieb. et Zucc.） Planch. ex Maxim.）　マタタビ科マタタビ属

　種子が検出された。茶～黒褐色、長さ 1.5-1.8mm、幅 1.0-1.2mm 程度の両凸レンズ状楕円体。サルナ

シ（A. arguta （Sieb. et Zucc.） Planch. ex Miq.）よりも小型である。基部は斜切形でやや突出する。

種皮は硬く、表面には円～楕円形の凹点が密布し網目模様をなす。なお、サルナシとの判別が困難な破片

をマタタビ属としている。

・ヤブツバキ（Camellia japonica L.）　ツバキ科ツバキ属

　果実の破片が検出された。灰褐色、完形ならば、径 3cm 程度の偏球体。基部にある果柄を欠損する。

果皮は木質で厚い。果実中央にも木質化した中軸が直立し、少なくとも種子が入る 2 室が存在する。

・ヒサカキ属（Eurya）　ツバキ科

　種子が検出された。茶～黒褐色、径 1.5mm 程度のやや偏平で不規則な多角形。基部の臍に向かい薄く

なる。種皮表面は、臍を中心に楕円形や円形凹点による網目模様が指紋状に広がる。

・キイチゴ属（Rubus）　バラ科

　核（内果皮）が検出された。灰褐色、長さ 1.1-1.8mm、幅 0.8-1.2mm、厚さ 0.5-0.7mm 程度の偏平な

半円～三日月状半倒卵体。腹面方向にやや湾曲する。表面には大きな凹みが分布し、網目模様をなす。

・ナナミノキ（Ilex chinensis Sims）　モチノキ科モチノキ属

　核が検出された。灰黄褐色、長さ 7-7.5mm、径 2mm 程度の狭線状長楕円体。両端は尖る。側面は半

狭楕円形、背面正中線は幅広く深い溝が走る。腹面正中線は稜をなし、基部に臍がある。横断面は矢じり

状。表面は粗面。

・ブドウ属（Vitis）　ブドウ科

　種子が検出された。黒褐色、長さ 4.2mm、径 3.5mm 程度の広倒卵体、側面観は半広倒卵形。基部の臍

の方に向かって細くなり、嘴状に尖る。背面にさじ状の凹みがある。腹面には中央に縦筋が走り、その両脇

には楕円形の深く窪んだ孔が存在する。種皮は薄く硬く、断面は柵状。なお、背面に U 字状に開いたさじ

状模様がある種子をノブドウ（Ampelopsis brevipedunculata （Maxim.） Trautv. var. heterophylla 

（Thunb.） Hara）、種の同定根拠となる背面が欠損した破損個体を、ブドウ科（Vitaceae）としている。
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・チシャノキ（Ehretia ovalifolia Hassk.）　ムラサキ科チシャノキ属

　核が検出された。淡～灰褐色、長さ 3-3.5mm、幅 2.5-3mm、厚さ 2mm 程度のやや偏平な広楕円体。

背面は丸みがあり、腹面はほぼ平ら。側面観は半広楕円形。背面は縦方向の浅い凹みによる大型網目模様

がある。腹面正中線上には溝があり、基部から半ばまでの縁に沿った逆八の字状の太い隆条がある。溝に

沿って半分に割れた破片もみられる。

・ムラサキシキブ属（Callicarpa）　クマツズラ科

　核（内果皮）が検出された。灰黄褐色、長さ 2.5mm、径 1mm 程度のやや偏平な倒卵体。背面は丸み

があり、腹面中央はやや窪む。腹面方向に湾曲し、側面観は三日月形。中央部の内果皮が極めて薄く柔ら

かいため、破損している。縁部分の内果皮は厚く、やや弾力がある。

・ヘラオモダカ（Alisma canaliculatum A. Br. et Bouche）　オモダカ科サジオモダカ属

　果実が検出された。淡灰褐色、長さ 2.2mm、幅 1.5mm 程度のやや偏平な広卵体。基部は切形。背面に

深い縦溝が 1 本走る。果皮は海綿状で中に入る 1 個の種子が透けてみえる。種子は茶褐色、径 0.5mm 程

度の倒 U 字状に曲がった円柱状で偏平。種皮は薄く膜状で、表面には、縦長の微細な網目模様が配列する。

・ヒルムシロ属（Potamogeton）　ヒルムシロ科

　果実が検出された。淡灰褐色、径 3.0mm、厚さ 1mm 程度のやや偏平な非対称倒卵体。頂部に長さ 0.5-

1mm 程度の嘴状の花柱基部がある。側面の正中線上に深い縦溝と稜があり、その基部に 1 個の刺状突起

がある。果皮は海綿状でざらつく。

・ホッスモ近似種（Najas cf. graminea Del.）　イバラモ科イバラモ属

　種子が検出された。灰褐色、長さ 2.0-2.3mm、径 0.6-0.7mm 程度の針状長楕円体。両端は細く尖る。

種皮は薄く透き通り、表面にはやや縦長の粒状網目模様が縦列する。

・イボクサ（Aneilema keisak Hassk.）　ツユクサ科イボクサ属

　種子が検出された。灰褐色、長さ 1.5-2.5mm、径 1-1.5mm 程度の歪な半横長楕円体。背面は丸みがあ

り、腹面は平ら。臍は線形で腹面の正中線上にあり、胚は一側面の浅い円形の凹みに存在する。種皮は柔

らかく、表面は円形の小孔が散在する。

・イネ（Oryza sativa L.）　イネ科イネ属

　胚乳と穎が検出された。穎は淡～灰褐色、胚乳と一部の穎は炭化しており黒色。長楕円形でやや偏平。

胚乳は長さ 4-5.5mm、幅 2.5-3.5mm、厚さ 1.5mm 程度。基部一端に、胚が脱落した斜切形の凹部がある。

表面はやや平滑で、2-3 本の隆条が縦列する。表面に穎が付着した個体や、焼き膨れた個体がみられる。

　胚乳 1 個を包む穎は、長さ 6-7.5mm、幅 3-4mm、厚さ 2mm 程度。基部に斜切状円柱形の果実序柄と 1 対の

護穎を有し、その上に外穎（護穎と言う場合もある）と内穎がある。外穎は 5 脈、内穎は 3 脈をもち、ともに舟

形を呈し、縫合してやや偏平な長楕円形の稲籾を構成する。果皮は柔らかく、表面には顆粒状突起が縦列する。

・アワ近似種（Setaria cf. italica （L.） P.Beauv.）　イネ科エノコログサ属

　胚乳と穎が検出された。炭化しており黒色、径 1-1.5mm 程度の半偏球体で背面は丸みがあり、腹面は

平ら。胚乳は、基部正中線上に胚の凹みがある。表面はやや平滑。胚乳表面に残る穎（果）は薄く、果皮

表面には横方向に目立つ微細な顆粒状突起が配列する。

・カヤツリグサ科（Cyperaceae）

　果実が検出された。黒褐色、径 1.8-2.5mm 程度の頂部が尖る片凸レンズ状広倒卵体、基部は切形で刺

針状の花被片が伸び、果皮表面には不規則な波状横皺状模様が発達するホタルイ属（Scirpus）や、淡～

黒褐色、レンズ状または三稜状倒卵体。径 0.7-2mm 程度。頂部の柱頭部分はやや伸び、基部は切形。果

皮表面は平滑～微細な網目模様がある等、形態が異なる複数種がみられる。
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・ミゾソバ（Polygonum thunbergii Sieb. et Zucc.）　タデ科タデ属

　果実が検出された。灰褐色、長さ 4-4.5mm、径 2.5-3mm 程度の丸みのある三稜状卵体。頂部は尖り、

基部は切形で径 1mm 程度の萼がある。果皮は柔らかく、表面には微細な網目模様がある。

・タデ属（Polygonum）　タデ科

　果実が検出された。黒褐色、長さ 3.5mm、径 2mm 程度の両端が尖る三稜状広卵体で、基部に灰褐色

の萼片があり、果皮表面には明瞭な網目模様がある、ボントクタデ（P. pubescens Blume）に似る個体

などがみられる。

・ナデシコ科（Caryophyllaceae）

　種子が検出された。灰～黒褐色、径 0.9-1.3mm 程度のやや偏平な腎状円形。基部は凹み、臍がある。

種皮は薄く、表面には瘤～針状突起が臍から同心円状に配列する。

・ツヅラフジ（Sinomenium acutum （Thunb.） Rehd. et Wils.）　ツヅラフジ科ツヅラフジ属

　核が検出された。灰褐色、長さ 5.0mm、幅 6.5mm、厚さ 2.5mm 程度のやや偏平な馬蹄形。基部は切

形。中央部中心に径 0.1mm 程度の小穴をもつ径 3.0mm 程度の大型の凹みがある。凹みの縁は高く、腎

臓状円形。核の全縁は狭翼状の稜になり、中心部の腎臓状円形の縁とは、互いに連結する隆条が直角に列

生する。核は硬く厚く、表面は粗面。

・アブラナ科（Cruciferae）

　種子が検出された。赤褐色、長さ 1.3mm、幅 0.8mm 程度の偏平な楕円形。基部は切形で、両面の同一

側には臍点から頂部へ伸びる 1 個の浅い溝がある。種子表面には、微細な網目模様がある。

・ネコノメソウ節（Chrysosplenium  L. Sect. Chrysosplenium）　ユキノシタ科ネコノメソウ属

　種子が検出された。黒褐色、長さ 0.8mm、径 0.5mm 程度の楕円体。基部は尖る。頂部から基部にかけ

て十数本の縦隆条が配列し、隆条上に長さ 0.2mm 程度の乳頭状突起が密生する。

・ネコノメソウ属（Chrysosplenium）　ユキノシタ科

　種子が検出された。黒色、長さ 0.7-0.8mm、径 0.5mm 程度の楕円体。基部は尖る。頂部から基部にか

けて 1 本の縦隆条がある。種皮は薄く、表面は平滑で光沢があり、実態顕微鏡下で確認される程度の微細

な乳頭状小突起が密生する。

・スミレ属（Viola）　スミレ科

　種子が検出された。淡灰褐色、長さ 1-1.3mm、径 1mm 程度の広倒卵体。基部は尖りやや湾曲する。

頂部は円形の臍点がある。表面には縦方向に走る 1 本の縫合線がある。種皮は薄く、表面には縦長の微細

な網目模様が配列する。

・スズメウリ（Melothria japonica （Thunb.） Maxim.）　ウリ科スズメウリ属

　種子が検出された。灰褐色、長さ 5mm、幅 3.5mm、厚さ 0.5mm 程度の倒卵形。縁は肥厚せず、両面

中央には倒卵形の浅い凹みがある。基部は斜切形で、臍と発芽口がある。種皮表面は微細な網目模様が縦

列する。

・カラスウリ（Trichosanthes cucumeroides （Ser.） Maxim.）　ウリ科カラスウリ属

　種子が検出された。灰褐色、長さ 8mm、幅 1cmm、厚さ 3mm 程度のやや偏平な横楕円体。正中線は

幅 4.5mm 程度の帯状に隆起し、基部に臍がある。種皮表面は粗面。

・シソ属（Perilla）　シソ科

　果実が検出された。灰褐色、径 1.7mm 程度の倒広卵体。基部には大きな臍点があり、舌状にわずかに

突出する。果皮はやや厚く硬く、表面は浅く大きく不規則な網目模様がある。なお、径 1.2-1.5mm 程度

の小型の果実を、イヌコウジュ属（Mosla）としている。
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4. 考察

（1）貯水池跡 41 トレンチ断面各層の堆積環境と年代観

　畦②の明青灰色砂質土からなる XIII層（試料番号 10）は、沼沢湿地付着生種群を少量含む流水不定性種

が多産することが特徴である。このことから、本層は沼沢地のような水深の浅い止水域で水成堆積したと

考えられ、池が機能した頃の水域環境を反映していると考えられる。また、好流水性種も産出したことか

ら、導水等による流水の流れ込みがあったことも示唆される。その直上で XII 層直下に堆積する暗青灰色

土（試料番号 9）でも、沼沢湿地付着生種群を多く含む流水不定性種や止水性種が多産することが特徴で

ある。このことから、本層も XIII層と同様、沼沢地のような止水環境で水成堆積したと考えられる。

　なお XII 層では、分析試料により群集組成が若干異なる傾向がみとめられた。畦①の XII 層下部（試料番

号 5）では、沼沢湿地付着生種群を種数・割合とも多く含む流水不定性種や止水性種が多産することから、

沼沢地のような止水環境で水成堆積したと考えられる。また、流水指標種も産出したことから、流水の流

れ込みも示唆される。この群集組成は、畦②の試料番号 9 と類似する。なお、同層準より採取した種実遺

体、木材の放射性炭素年代測定結果は、約 810 年前、約 840 年前といずれも同様の値を示す。よって、

畦①の XII層の堆積年代は、11 世紀後半頃と推定される。

　これに対して、畦①の XII層上部（試料番号 4）及びトレンチ南壁の XII層（試料番号 12）では陸生珪藻

が多産したことから、基本的には XII 層下部と変わらない流水の影響もある止水環境で堆積したと考えら

れるが、一時的に池の水が干上がり好気的環境となった、あるいは陸生珪藻を含む土壌が何らかの理由で

池内に流入したことが示唆される。

　X 層（試料番号 2）及び IX 層（試料番号 1）になると、淡水～汽水生種の Rhopalodia gibberula が多

産することが特徴である。本種は、塩分や塩類の豊富な河口汽水域、温泉水中、水田などから多産する種

である。この他、有機汚濁の進んだ腐水域に多産する好汚濁性種の Diadesmis confervacea も低率なが

ら産出した。よって、両層が堆積する頃は、池の水質が富栄養化した可能性がある。

（2）古植生変遷及び植物資源利用

　畦②の XIII層（試料番号 10）及びその直上の試料番号 9 採取層準は、花粉化石の保存状態・産出状況が

やや悪く、かろうじて定量解析が出来る程度の個体数が認められた。群集組成をみると、木本類では針葉

樹のモミ属、ツガ属、マツ属、常緑広葉樹のコナラ属アカガシ亜属等が多く認められ、スギ属、コナラ属

コナラ亜属、シイ属、エノキ属 - ムクノキ属等を伴う。一般に、花粉やシダ類胞子の腐蝕に対する抵抗性

は種類により異なっており、落葉広葉樹に由来する花粉よりも針葉樹に由来する花粉やシダ類胞子の方が、

酸化に対する抵抗性が高いとされている（中村 ,1967; 徳永・山内 ,1971; 三宅・中越 ,1998 など）。検出さ

れた花粉化石の保存状態を考慮すると、モミ属、ツガ属、マツ属等の針葉樹花粉が、相対的に多く検出さ

れている可能性はあるものの、これらの木本類が当時の貯水池周辺に生育していたことが窺える。すなわ

ち、モミ属、ツガ属等の温帯性針葉樹とアカガシ亜属、シイ属等の常緑広葉樹が混交するような森林植生

が存在し、周辺の河畔や谷沿い等の適湿地には、サワグルミ属、クルミ属、クマシデ属 - アサダ属、コナ

ラ亜属、ニレ属 - ケヤキ属、エノキ属 - ムクノキ属等が生育していたと推測される。

　同様の群集組成は、XII 層（畦① ;4、トレンチ南壁 ;12）、XI 層（トレンチ南壁 ;11）においても認められ

る。これに対し、畦①の XII 層下部（試料番号 5）では、検出される群集に大きな変化は認められないが、

上述の試料で多産する針葉樹の割合は低く、アカガシ亜属が多産する。その他では、アカガシ亜属と同じ

く暖温帯性常緑広葉樹林要素のシイ属、河畔林要素のクマシデ属 - アサダ属、ニレ属 - ケヤキ属、エノキ属 -

ムクノキ属、林縁要素のウコギ科、エゴノキ属も認められる。また、種実遺体で認められた木本類は全て

広葉樹で、ムクノキ、エノキ（？）、チシャノキなどの河畔林要素の落葉高木や、ニッケイ属（ヤブ
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ニッケイ？）、ヤブツバキ、ナナミノキなどの常緑高木、伐採地や崩壊地、林縁等の明るく開けた場所に

先駆的に侵入するヒメコウゾ類、ヒサカキ属、キイチゴ属、アカメガシワ、タラノキ、ムラサキシキブ属、

ニワトコなどの中低木類、オオイタビ節、マタタビ近似種、マタタビ属、ブドウ属、ノブドウ、ブドウ科、

ツヅラフジ、カラスウリなどの籐本類が確認された。なお、植物珪酸体分析で検出された樹木起源珪酸体

の第Ⅳグループにも、暖温帯性常緑広葉樹林に生育する種類が含まれる。

　以上のことから、XII 層下部堆積当時の貯水池周辺は、アカガシ亜属を主体とする豊富な樹種構成からな

る暖温帯性常緑広葉樹林が中心であり、部分的に温帯性針葉樹が混交し、周辺の河畔等ではコナラ亜属、

ムクノキ、エノキ（？）等が林分を形成していたと推定される。また、陽樹性の中低木類や籐本類、先駆

的に侵入する種類など、林縁部の植生を反映する種類が特徴的に検出されることから、調査地点付近は林

縁に近い場所であった可能性がある。

　畦①の XII 層下部を除く XIII層～ XI 層の試料は、前述のように選択的に針葉樹花粉が多く検出されてい

る可能性があり、検出される群集が畦①の XII 層下部と差異がないことを考慮すると、XIII層～ XI 層堆積時

の周辺植生は大きく変化しなかった可能性がある。

　これに対し、IX 層（畦① ;1）では木本類の種類数が減少し、マツ属（主として複維管束亜属）が優先す

る。下位層で多く認められたアカガシ亜属をはじめとする広葉樹の割合は、非常に少ない。マツ属複維管

束亜属（いわゆるニヨウマツ類）は生育の適応範囲が広く、尾根筋や湿地周辺、海岸砂丘上など他の広葉

樹の生育に不適な立地にも生育が可能である。また極端な陽樹であり、やせた裸地などでもよく発芽し生

育することから、伐採された土地などに最初に進入する二次林の代表的な種類でもある。マツ属花粉の増

加は、人為的な植生破壊が著しくなったことを背景としてマツ林が成立したことを示すとされ、九州地方

では 1,500 ～ 1,000 年前頃から急増するとされている（波田 ,1987）。このことから、本遺跡周辺でも X

層堆積後以降に周辺植生への干渉が進み、代償植生としてのマツ属が増加した可能性がある。

　草本植生についてみると、花粉化石群集では XIII層～ IX 層のかけて大きな変化はなく、イネ科が多産し、

カヤツリグサ科、サナエタデ節 - ウナギツカミ節、ヨモギ属、キク亜科、タンポポ亜科等を伴う。植物珪

酸体群集では、XI 層や XII 層でネザサ節を含むタケ亜科の産出が目立ち、ススキ属等も認められる。また、

畦①の XII 層（試料番号 5）の種実遺体では、カヤツリグサ科、タデ属、ナデシコ科、アブラナ科等が検出

されている。これらは開けた明るい場所を好む人里植物を多く含む分類群であることから、貯水池周辺に

はこれらの人里植物を主体とする草地環境であったと考えられる

　また、水湿地生植物では、沈水植物（根が水に固着し、植物体全体が水中に沈む植物）のサガミトリゲ

モ近似種、ホッスモ近似種、沈水～浮葉植物（根が水に固着し、水面に浮く葉（浮葉）を展開する植物）

のヒルムシロ属、抽水植物（根が水に固着し、植物体の一部が水面を突き抜けて空気中に出る植物）のガ

マ属、ミズアオイ属、イボクサ、ホタルイ属（の一種）や、浮葉～抽水植物のヘラオモダカ（サジオモダ

カ属）、オモダカ科、沈水～湿生植物のミズユキノシタ近似種、湿生～中生植物のヨシ属（イネ科）、カヤ

ツリグサ科、ミズ属、ミゾソバ、ボントクタデ近似種、タガラシ、クサネム近似種、ツリフネソウ属、セ

リ科、シロネ属、スズメウリ、タカサブロウ等の花粉、植物珪酸体、種実遺体が確認されることから、比

較的水深がある水湿地の存在が推定される。よって、これらが貯水池内あるいはその周辺に生育していた

と推測される。また、後述するように、栽培種であるイネの共伴を考慮すると、これらの一部は水田雑草

に由来する可能性もある。

　なお栽培種では、XIII層～ IX 層でソバ属花粉、XII層及びその直下からイネ属珪酸体、XII層からイネの穎・

胚乳、アワ近似種の穎・胚乳、シソ属の果実が確認された。よって、当時の貯水池周辺域では、これら

の種類が栽培・利用されていたことが推定される。また、検出された種実遺体のイネ、アワ近似種の
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一部は炭化しており、穎が付着した胚乳も確認されることから、脱穀前の状態で保存されていたものが何

らかの理由で火熱を受けたことが推定される。
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図版1　珪藻化石
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図版2　花粉化石
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図版3　種実遺体
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図版4　植物珪酸体
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図版 1

銅造菩薩立像



図版 2

貯水池跡 41 トレンチ・第 30 次調査完了状況（北から）

貯水池跡 41 トレンチ・遠景（北西から）



図版 3

銅造菩薩立像出土状況・近景（南東から）

銅造菩薩立像出土状況・遠景（北東から）



図版 4

池ノ尾門跡・全景（南東から）

池ノ尾門跡・遠景（南東から）



図版 5

貯水池跡 41 トレンチ・調査前（南から）

貯水池跡 41 トレンチ・調査前（北から）



図版 6

41 トレンチ・29- ④南壁（北東から）

41 トレンチ西壁（南東から）



図版 7

41 トレンチ・畦①南西壁（南西から）

41 トレンチ・29- ⑧北西側（北西から）



図版 8

41 トレンチ・畔②北壁西側（北から）

41 トレンチ・畔②北壁東側（北から）



図版 9

29- ⑦トレンチ南壁・土壌サンプリング状況（北から）

畔①南西壁・土壌サンプリング状況（南から）

畔②北壁・土壌サンプリング状況（北西から）



図版 10

41 トレンチ北側第 30 次調査完了状況（南西から）

41 トレンチ南側・第 30 次調査完了状況（南西から）
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図版 11

須恵器・内面（第 11 図）

須恵器・外面（第 11 図）
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図版 12

須恵器・内面（第 12 図）

須恵器・外面（第 12 図）
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図版 13

平瓦・凹面（第 14・15 図）

土師器・外面（第 13 図）

土師器・内面（第 13 図）
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図版 14

平瓦・凸面（第 14・15 図）
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